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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

冊 数  発 行 者  

42冊  東書、教出、光村、日文、光文、学研 

２ 学習指導要領における教科の目標・学年の内容項目等 

【道徳科の目標】 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つ 

め、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、

心情、実践意欲と態度を育てる 。 

【各学年の内容項目】 

A 　主として自分自身に関すること
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

善悪の判断、自律、
自由と責任

よいことと悪いこととの区別をし、よいと思うこと
を進んで行うこと。

正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。
自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある
行動をすること。

正直、誠実
うそをついたりごまかしをしたりしないで、素直に
伸び伸びと生活すること。

過ちは素直に改め、正直に明るい心で生活する
こと。

誠実に、明るい心で生活すること。

節度、節制
健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、
身の回りを整え、わがままをしないで、規則正し
い生活をすること。

自分でできることは自分でやり、安全に気を付
け、よく考えて行動し、節度のある生活をするこ
と。

安全に気を付けることや、生活習慣の大切さに
ついて理解し、自分の生活を見直し、節度を守
り節制に心掛けること。

個性の伸長 自分の特徴に気付くこと。 自分の特徴に気付き、長所を伸ばすこと。
自分の特徴を知って、短所を改め長所を伸ばす
こと。

希望と勇気、
努力と強い意志

自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行うこ
と。

自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意
志をもち、粘り強くやり抜くこと。

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難が
あってもくじけずに努力して物事をやり抜くこと。

真理の探究
真理を大切にし、物事を探究しようとする心をも
つこと。

Ｂ　主として人との関わりに関すること
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

親切、思いやり
身近にいる人に温かい心で接し、親切にするこ
と。

相手のことを思いやり、進んで親切にすること。
誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場
に立って親切にすること。

感謝
家族など日頃世話になっている人々に感謝する
こと。

家族など生活を支えてくれている人々や現在の
生活を築いてくれた高齢者に、尊敬と感謝の気
持ちをもって接すること。

日々の生活が家族や過去からの多くの人々の
支え合いや助け合いで成り立っていることに感
謝し、それに応えること。

礼儀
気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作などに心掛
けて、明るく接すること。

礼儀の大切さを知り、誰に対しても真心をもって
接すること。

時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接
すること。

友情、信頼 友達と仲よくし、助け合うこと。 友達と互いに理解し、信頼し、助け合うこと。
友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、
異性についても理解しながら、人間関係を築い
ていくこと。

相互理解、寛容
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相
手のことを理解し、自分と異なる意見も大切に
すること。

自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙
虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立
場を尊重すること。

Ｃ　主として集団や社会との関わりに関すること
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

規則の尊重
約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切に
すること。

約束や社会のきまりの意義を理解し、それらを
守ること。

法やきまりの意義を理解した上で進んでそれら
を守り、自他の権利を大切にし、義務を果たす
こと。

公正、公平、
社会正義

自分の好き嫌いにとらわれないで接すること。
誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態
度で接すること。

誰に対しても差別をすることや偏見をもつことな
く、公正、公平な態度で接し、正義の実現に努
めること。

勤労、公共の精神 働くことのよさを知り、みんなのために働くこと。
働くことの大切さを知り、進んでみんなのために
働くこと。

働くことや社会に奉仕することの充実感を味わう
とともに、その意義を理解し、公共のために役に
立つことをすること。

家族愛、
家庭生活の充実

父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなど
をして、家族の役に立つこと。

父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し
合って楽しい家庭をつくること。

父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、
進んで役に立つことをすること。

よりよい学校生活、
集団生活の充実

先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や
学校の生活を楽しくすること。

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し
合って楽しい学級や学校をつくること。

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し
合ってよりよい学級や学校をつくるとともに、
様々な集団の中での自分の役割を自覚して集
団生活の充実に努めること。

伝統と文化の尊重、
国や郷土を愛する

態度

我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をも
つこと。

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、国や郷
土を愛する心をもつこと。

我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の
努力を知り、国や郷土を愛する心をもつこと。

国際理解、
国際親善

他国の人々や文化に親しむこと。 他国の人々や文化に親しみ、関心をもつこと。
他国の人々や文化について理解し、日本人とし
ての自覚をもって国際親善に努めること。

Ｄ　主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

生命の尊さ
生きることのすばらしさを知り、生命を大切にす
ること。

生命の尊さを知り、生命あるものを大切にする
こと。

生命が多くの生命のつながりの中にあるかけが
えのないものであることを理解し、生命を尊重す
ること。

自然愛護
身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接す
ること。

自然のすばらしさや不思議さを感じ取り、自然
や動植物を大切にすること。

自然の偉大さを知り、自然環境を大切にするこ
と。

感動、畏敬の念 美しいものに触れ、すがすがしい心をもつこと。
美しいものや気高いものに感動する心をもつこ
と。

美しいものや気高いものに感動する心や人間の
力を超えたものに対する畏敬の念をもつこと。

よりよく生きる喜び
よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理
解し、人間として生きる喜びを感じること。  

道徳 
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【参考：学習指導要領解説 特別の教科 道徳編「第１章 総説 ３ 改訂の要点」から（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第１ 目標 

  道徳教育の目標と道徳科の目標を，各々の役割と関連性を明確にするため，道徳科の目標を「より

よく生きるための基盤となる道徳性を養う」として，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の目

標と同一であることが分かりやすい表現にするとともに，従前，道徳の時間の目標に定めていた「各

教科等との密接な関連」や「計画的，発展的な指導による補充，深化，統合」は，「第３ 指導計画

の作成と内容の取扱い」に整理した上で，表現を改めた。また，道徳的価値について自分との関わり

も含めて理解し，それに基づいて内省し，多面的・多角的に考え，判断する能力，道徳的心情，道徳

的行為を行うための意欲や態度を育てるという趣旨を明確化するため，従前の「道徳的価値の自覚及

び自己の生き方についての考えを深め」ることを，学習活動を具体化して「道徳的諸価値についての

理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての考えを深める学

習」と改めた。さらに，これらを通じて，よりよく生きていくための資質・能力を培うという趣旨を

明確化するため，従前の「道徳的実践力を育成する」ことを，具体的に，「道徳的な判断力，心情，

実践意欲と態度を育てる」と改めた。 

(2) 第２ 内容 

  「道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の内容は，第３章特別の教科道徳の

第２に示す内容とする」との規定を総則に示し，第２に示す内容が道徳科を要とした道徳教育の内容

であることを明示した。また，小学校から中学校までの内容の体系性を高めるとともに，構成やねら

いを分かりやすく示して指導の効果を上げるなどの観点から，それぞれの内容項目に手掛かりとなる

「善悪の判断，自律，自由と責任」などの言葉を付記した。 

内容項目のまとまりを示していた視点については，四つの視点によって内容項目を構成して示すと

いう考え方は従前どおりとしつつ，これまで「１ 主として自分自身に関すること」「２ 主として

他の人との関わりに関すること」「３ 主として自然や崇高なものとの関わりに関すること」「４ 

主として集団や社会との関わりに関すること」の順序で示していた視点を，児童にとっての対象の広

がりに即して整理し，「Ａ 主として自分自身に関すること」「Ｂ 主として人との関わりに関する

こと」「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」「Ⅾ 主として生命や自然，崇高なもの

との関わりに関すること」として順序を改めた。 

(3) 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

ア 全体計画及び指導内容の取扱いに関わる事項は「第１章 総則」に移行し，道徳科の年間指導計

画に関わる事項を記載した。なお，指導計画の創意工夫を生かせるようにするために，一つの内容

項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなどの工夫を加えた。 

イ これまで目標に示していた各教科等との密接な関連及び補充，深化，統合に関する事項を，指導

の配慮事項に移行し，分かりやすい記述に改めた。 

ウ 児童が自ら道徳性を養うことへの配慮事項を，自らを振り返ること，道徳性を養うことの意義に

ついて，自らが考え，理解することなどを加えて具体的に示した。 

エ 児童が多様な感じ方や考え方に接する中で，考えを深め，判断し，表現する力などを育むための

言語活動の充実を具体的に示した。 

オ 道徳科の特質を生かした指導を行う際の指導方法の工夫例を，問題解決的な学習，道徳的行為に

関する体験的な学習等として示した。 

カ 指導上の配慮事項として，情報モラルに加えて社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱

いを例示し，取り上げる際の配慮事項を明記した。 

キ 多様な教材の開発や活用について具体的に例示するとともに，教材の具備すべき要件を示した。 

ク 道徳科の評価に関して，数値などによる評価は行わない点に変わりはないが，学習状況や道徳性

に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要があることを示した。 
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３ 教科書の調査研究 

（１） 内容

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」）

   調査研究事項（調査研究の対象） 対象の根拠 (内容等) 
数値データ

の単位 

 a 領域区分の量（「主として自分自身に関すること」「主として人との関わ

りに関すること」「主として集団や社会との関わりに関すること」「主とし

て生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」についての主な教材の

数） 小学校学習指導要領「第

３章 特別の教科 道徳

第２ 内容」 

個 

 b 「Ａ 主として自分自身に関すること」を扱っている教材数 個 

 c 「Ｂ 主として人との関わりに関すること」を扱っている教材数 個 

個 

ている教材数 
個 

f 情報モラルや現代的な課題について扱っている教材数 小学校学習指導要領「第

３章 特別の教科 道徳 

第３ 指導計画の作成と

内容の取扱い」 

個 

内容項目 
人 

イ 調査項目の具体的な内容

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項

b～e 以下の点で教材を分類し、具体的に調査した。（調査結果は「別紙２－１」）

・ 読み物教材①：物語などの教材数

・ 読み物教材②：説明的文章の教材数

・ 読み物教材③：漫画の教材数

・ 読み物以外の教材：図表やグラフ、ポスターなどを中心とした教材数

f 以下の内容を扱っている主な教材名および内容項目を調査した。（調査結果は「別紙２－２」） 

・ 情報モラルに関する内容を扱っている主な教材名および内容項目

・ 持続可能な社会づくりに関する内容を扱っている主な教材名及び内容項目

・ いじめ防止に関する内容を扱っている主な教材名及び内容項目

・ 安全教育に関する内容を扱っている主な教材名及び内容項目

g 人物の生き方や考え方等から学ぶ教材に取り上げられている人物名及び内容項目を調査した。（調

査結果は「別紙２－３」） 

・ 主な教材、コラムや補助的な教材に取り上げられている著名な人物の名前及び内容項目

＜その他＞ 

＊１ 国旗・国歌の扱い（調査結果は「別紙２－４」） 

＊２ 防災や自然災害の扱い（調査結果は「別紙２－５」） 

＊３ 性差と家族に関する表現（調査結果は「別紙２－６」） 

＊４ オリンピック、パラリンピックの扱い（調査結果は「別紙２－７」） 

＊５ 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＊６ 障害者理解に関する扱い（調査結果は「別紙２－８」） 

＊７ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等（調査結果は「別紙２－９」） 

② 調査対象事項を設定した理由等

・ 小学校学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳 第２ 内容」において、「主として自分自

身に関すること」、「主として人との関わりに関すること」、「主として集団や社会との関わ

りに関すること」、「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」の四つの視

点及び19～22の内容項目が示されている。内容項目ごとの教材数について調査し、特色を比べ、

各社の取り上げ方の工夫について調査する。（b、c、d、e） 
・ 小学校学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に

おいて指導上の配慮事項として、「情報モラルに関する指導を充実すること」、「社会の持続可

 d 「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」を扱っている教材数 

e 「Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」を扱っ

g  人物の生き方や考え方等から学ぶ教材に取り上げられている人物名及び
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能な発展などの現代的な課題の取扱い」が示されている。このことから、情報モラル及び現代的

な課題を扱っている教材数について調査し、特色を比べ、各社の取り上げ方の工夫について調査

する。現代的な課題は、東京都教育施策大綱の重要事項にも示されている持続可能な社会づくり、

いじめ防止及び安全教育に関する内容について調査する。（f）   

・ 小学校学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に

おいて、「多様な教材の活用に努めること」が留意点として示されている。先人の伝記には、生

きる勇気や知恵などを感じることができるとともに、生きる魅力や意味の深さについて考えを深

めるものなどが想定されることから、先人の伝記等が取り上げられている教材名や取り上げられ

ている著名な人物について調査する。（g） 

＜その他＞ 

・ 国旗・国歌については、学習指導要領に基づき、国旗・国歌に対する正しい認識をもたせ、そ

れらを尊重する態度を育てることが大切であることから、その扱いについて調査する。（＊１） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリスク

マネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上が重

要であることから、防災や、自然災害の扱いについて調査する（＊２）。 

・ 性差と家族に関する表現については、東京都教育委員会教育目標の基本方針１に基づき、男女

共同参画社会を目指すものの、男女の性差まで否定するものではないとの観点から、性差等に関

する表現について、記述の内容を調査するとともに、「東京都男女平等参画基本条例」に基づき、

適正な男女平等教育を推進するという視点から、男女が家庭生活における活動に対等な立場で参

画する観点や家庭観について取り上げられている内容について調査する。（＊３） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会に

貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについて調

査する。（＊４） 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」

を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童が人権尊重の理念を正しく理解できるようにする

ため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて調査する。（＊５） 

・ 東京都教育委員会の基本方針１である「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成を踏ま 

え、障害のある人も障害のない人もともに尊重し合いながら活躍できる社会、共生社会の実現を

目指す上で、障害のある幼児・児童・生徒に対する理解を深められるようにするため、その扱い

について調査する。（＊６） 

・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性別 

役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言動等

を見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いについて調

査する。（＊７） 

 

 

③ 調査研究の方法           

b、c、d、e 

「主として自分自身に関すること」、「主として人との関わりに関すること」、「主として集団や

社会との関わりに関すること」、「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」の各教

材について、物語など、説明的文章、漫画、図表やグラフ、ポスターなどを中心とした教材の数を整理

する。 

f 情報モラルや現代的な課題を扱っている教材名について整理する。現代的な課題については、東

京都教育施策大綱の重要事項にも示されている、持続可能な社会づくり、いじめ防止及び安全教育

に関する内容とし、教科書中に明文化されているものについて整理する。 

g 人物の生き方や考え方等から学ぶ教材に取り上げられている人物名及び内容項目について整理す

る。 

＜その他＞ 

＊１ 国旗・国歌について取り上げている記述を調査する。 

＊２ 防災や自然災害について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊３ 性差と家族について取り上げている記述の概要を調査する。 
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＊４ オリンピック、パラリンピックについて取り上げている記述の概要を調査する。 

＊５ 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊６ 障害者理解について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊７ 固定的な性別役割分担意識に関する記述等を調査する。 

（２） 構成上の工夫 （調査結果は「別紙３」）

以下の観点により、箇条書きで記述する。

ア 冊数の工夫

イ 教材配列の工夫

ウ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫

エ ユニバーサルデザインの視点

オ デジタルコンテンツの扱い

カ その他の工夫

＜調査の結果、＊５については記載の無いことを確認した。＞ 
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り
に
関
す
る
こ

と
」
を
扱

っ
て
い
る
教

材
数

ｄ
　
「
C
　
主

と
し
て
集

団
や
社

会
と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を

扱
っ
て
い
る
教

材
数

e
　
「
D
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高

な
も
の

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を

扱
っ
て
い
る
教

材
数

2
2

7
1

1
3

3
2

2
4

2
1
1

2
2

3

2
年

2
1

4
1

2

2
2

2
2

9
3

2
1

1
1
年

7

3
年

2
1

3
2

2

1
3

2
1
3

3
2

1
0

2
1

2
2

1
0

4

2
1

1
0

2
2

2
3

2

2
1

2
3

1
3

3
1
1

7

4
年

2
1

2
1

2
8

2
2

1
2

4
2

1
1
1

3
1

1

7

5
年

2
2

1
1

2
1

9
2

1
1
4

3
3

1
2

2
3

2
2

2
2

2

1
3

9
2

2
2

1
3

2

6
年

2
1

1
1

3

1
4

3
2

1
1

2
2

8
2

2
8

2
3

2
2

1
9

2
1

1
2

1
2

8
1

3
2

1
5

3
2
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「
別

紙
２
－

１
」
　
【
（
１
）
内

容
　
ア
　
調

査
研

究
の

総
括

表
　
発

行
者

　
学

研
　
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

① 善 悪 の 判 断 、 自 律 、 自 由

と 責 任

② 正 直 、 誠 実

③ 節 度 、 節 制

④ 個 性 の 伸 長

⑤ 希 望 と 勇 気 、 努 力 と 強 い

意 志
⑥ 真 理 の 探 究

計

⑦ 親 切 、 思 い や り

⑧ 感 謝

⑨ 礼 儀

⑩ 友 情 、 信 頼

⑪ 相 互 理 解 、 寛 容

計

⑫ 規 則 の 尊 重

⑬ 公 正 、 公 平 、 社 会 正 義

⑭ 勤 労 、 公 共 の 精 神

⑮ 家 族 愛 、 家 庭 生 活 の 充 実

⑯ よ り 良 い 学 校 生 活 、 集 団

生 活 の 充 実

⑰ 伝 統 と 文 化 の 尊 重 、 国 や

郷 土 を 愛 す る 態 度

⑱ 国 際 理 解 、 国 際 親 善

計

⑲ 生 命 の 尊 さ

⑳ 自 然 愛 護

㉑ 感 動 、 畏 敬 の 念

㉒ よ り よ く 生 き る 喜 び

計

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

読
み

物
教

材
①

物
語

読
み

物
教

材
②

説
明

文

読
み

物
教

材
③

漫
画

読
み

物
教

材
以

外

3
2

1

3
1

2

3
2

1

1 2
2

1
1

1
2

22
2

2
1

2
2

2
1

1
1

2

1
2

1
1

2
2 2

2
1

1
2

1
11

1
1

1
2

2
1

2
2

3
2

3
1

2
2

1

ｄ
　
「
C
　
主

と
し
て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を

扱
っ
て
い
る
教

材
数

e
　
「
D
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高

な
も
の

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と
」
を

扱
っ
て
い
る
教

材
数

6
9

1
1

3
1

3
2

2
1

3
8

1
年

2
3

1
2

2

　
　
　
　
　
　
　
内
容
項
目

　
教

材
の

内
容

ｂ
　
「
A
　
主

と
し
て
自

分
自

身
に
関

す
る
こ
と
」
を
扱

っ
て

い
る
教

材
数

ｃ
　
「
B
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ

と
」
を
扱

っ
て
い
る
教

材
数

学
年

6

3
年

9
8

1
2 9

3
1

1
3

1

2
2

1
1 1

1
2

2
年

3

9

6

4
年

9

1
1

9

6

3
1

2
1

2

3
1

1
2

2
1

3
1

3
1

1
1

2
8

2
1

1
1

2
2

1
3

2

6
年

1
0

8 8
9

7
1
1

1
1

3
2

5
年

9

3
1

1
1

2
1

3
1

1
1

2
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「
別

紙
２
－

２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発

行
者

　
東

書
　
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　
情

報
モ
ラ
ル

や
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
教
材
名

情
報

モ
ラ
ル

に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
持

続
可

能
な
社

会
づ
く
り
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
い
じ
め
防

止
に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
が

っ
こ
う
の

　
も
の
は
？

・
つ
か

う
　
と
き
の

　
ル
ー
ル
を
　
つ
く
ろ
う

・
も
う
　
す
ぐ
　
は
る
で
す
（
環
境
）

・
き
せ
つ
に
　
よ
っ
て
　
か
わ
る
　
し
ぜ
ん
（
環
境
）

・
は

し
の

　
う
え
の

　
お
お
か

み
・
ダ
メ

・
こ
こ
ろ
は
っ
ぱ

・
と
も
だ
ち
っ
て
　
な
ん
だ
ろ
う
？

・
え
え
と
こ
ろ

・
と
も
だ
ち
の
「
え
え
と
こ
ろ
」

・
そ
れ

っ
て
、
お
か

し
い
よ

・
き
を
　
つ
け
て

・
そ
と
で
の

　
や

く
そ
く
「
い
か

の
お
す
し
」

・
よ
り
み
ち

・
ど
ん
ぐ
り

・
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
で

第 ２ 学 年

・
あ
さ
も
　
ひ
る
も
　
よ
る
も
　
あ
そ
び
た
い

・
つ
か

い
す
ぎ
？

　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

・
い
ろ
い
ろ
な
　
生
き
も
の
（
環
境
）

・
お
れ
た
　
も
の
さ
し

・
森
の
　
と
も
だ
ち

・
と
も
だ
ち
　
い
ろ
い
ろ

・
と
も
だ
ち
や

も
ん
な
、
ぼ
く
ら

・
大
す
き
な
　
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

・
も
っ
た
い
な
い
の
　
ズ
ボ
ン

・
せ
か
い
の
　
あ
い
こ
と
ば
ー
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ

・
ゆ
き
ひ
ょ
う
の

　
ラ
イ
ナ

・
じ
ぶ

ん
で
　
オ
ッ
ケ
ー

・
じ
ぶ
ん
が
　
し
ん
ご
う
き
に

・
い
つ
も
　
あ
り
が

と
う

第 ３ 年 年

・
作

ひ
ん
の

か
ち

・
ち
ょ
さ
く
け
ん
ク
イ
ズ

・
ツ
バ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
（
環
境
）

・
ホ
タ
ル
の
引
っ
こ
し
（
環
境
）

・
「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル

」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

・
み

ん
な
の

学
校

な
の

に
・
い
い
ち
、
に
い
っ
、
い
い
ち
、
に
い
っ

・
「
い
や
だ
な
。
」
と
思
っ
た
ら

・
か

し
た
つ
も
り
×

も
ら
っ
た
つ
も
り

・
よ
わ
む
し
太
郎

・
な
か
よ
し
だ
か
ら

・
大

通
り
サ

ク
ラ
な
み

木

・
ゆ
う
す
け
の
朝

・
ど
ん
な
と
き
に
じ
こ
は
お
き
た
の
だ
ろ
う
？

第 ４ 学 年

・
い
っ
し
ょ
に
遊

ば
な
い

・
楽

し
い
遊

び
方

っ
て
？

・
ま
た
来
年
も
待
っ
て
る
よ
（
環
境
）

・
日

曜
日

の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
（
環

境
）

・
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
で
（
環
境
）

・
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
わ
ら
っ
ち
ゃ
だ
め
だ

・
い
じ
め
に
「
N
O
」
の
空
気
を
つ
く
る

・
と
な
り
の

せ
き

・
い
っ
し
ょ
に
遊
ば
な
い

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

・
ど
ん
ど
ん
橋
の
で
き
ご
と

第 ５ 学 年

・
共

有
し
ち
ゃ
え
！

・
情

報
発

信
す
る
と
き
は
・
・
・
・
・
・

・
イ
ル

カ
の

海
を
守

ろ
う
（
環

境
）

・
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
へ

ら
す
た
め
に
（
環

境
）

・
今
日
か
ら
で
き
る
エ
シ
カ
ル
消
費

・
一
ふ
み
十
年
（
環
境
）

・
「
折
り
紙
大
使
」
－
加
瀬
三
郎
（
人
権
）

・
世
界
人
権
宣
言
（
人
権
）

・
ど
う
す
れ

ば
い
い
ん
だ

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
）

・
心
の
レ
シ
ー
ブ

・
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
」

・
町
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

第 ６ 学 年

・
あ
な
た
は

ど
う
考
え
る
？

・
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
情
報
を
確
認
し
よ
う

・
世
界
遺
産
　
白
神
山
地
（
環
境
）

・
タ
マ
ゾ
ン
川

（
環

境
）

・
と
も
に
く
ら
す
わ
た
し
た
ち
（
人
権
）

・
み
ん
な
い
っ
し
ょ
だ
よ
－
黒
柳
徹
子
（
人
権
）

・
病
気
の
人
を
差
別
す
る
人
た
ち
の
問
題
（
人
権
）

・
愛

華
さ
ん
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
環

境
）
　

・
地
球
を
守
る
た
め
に
（
環
境
）

・
さ
ば
く
を
緑
の
農
地
に
－
中
村
哲
医
師
（
人
権
）

・
世

界
で
活

や
く
す
る
日

本
の

人
た
ち

・
「
法

律
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

・
い
じ
め
を
法

律
で
ど
う
防

ぐ
？

・
ば
か
じ
ゃ
ん
！

・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん
で
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「
別
紙

２
－

２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容

　
　
発

行
者

　
教

出
　
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　
情

報
モ
ラ
ル

や
現

代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
教
材
名

情
報

モ
ラ
ル

に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
持

続
可

能
な
社

会
づ
く
り
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
い
じ
め
防

止
に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
く
ま
さ
ん
の

　
お
ち
ゃ
か

い
・
よ
く
　
た
し
か

め
て
か

ら
　
つ
た
え
よ
う

・
た
の
し
か
っ
た
　
ハ
イ
キ
ン
グ
（
環
境
）

・
な
か
な
お
り

・
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ェ
ン
ジ

・
い
っ
し
ょ
に
　
あ
そ
ぼ
う

・
ダ
メ
！

・
い
じ
め
る
　
い
じ
め
ら
れ

る
・
は

し
の

　
う
え
の

　
お
お
か

み

・
き
も
ち
の
　
よ
い
　
せ
い
か
つ

・
こ
れ

っ
て
　
い
い
の

か
な

第 ２ 学 年

・
し
ん
じ
て
い
い
の

か
な

・
自
分
や
友
だ
ち
の
じ
ょ
う
ほ
う
、
ど
う
あ
つ
か
う
？

・
も
っ
た
い
な
い
（
環
境
）

・
「
つ
よ
い
こ
こ
ろ
」

・
お
月
さ
ま
と
　
コ
ロ

・
み
ほ
ち
ゃ
ん
と
、
と
な
り
の
　
せ

き
の
　
ま
す
だ
く
ん

・
ご
み
す
て

・
知
ら
な
い
　
う
ち
に
　
だ
れ
か
を
　
き
ず
つ
け
て
　
い
る
か
も

…
…

・
し
ん
じ
て
い
い
の

か
な

第 ３ 年 年

・
新

聞
係

・
じ
ょ
う
ほ
う
を
発
信
す
る
と
き
に
は

・
お
そ
ろ
し
い
ゲ
ー
ム
い
ぞ
ん

・
公
園
の
ひ
み
つ
（
環
境
）

・
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

・
心
の
こ
も
っ
た
給
食
（
人
権
）

・
貝
が
ら

・
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ロ
バ

・
「
え
が
お
い
っ
ぱ
い
」

・
悪
い
の
は
わ
た
し
じ
ゃ
な
い

・
仲
間
だ
か
ら

・
い
じ
め
っ
て
何

？
・
わ
た
し
の
妹
、
加
奈

・
な
ん
と
言
っ
て
つ
た
え
る
？

・
ひ
と
言
の
勇
気

・
お
そ
ろ
し
い
ゲ
ー
ム
い
ぞ
ん

第 ４ 学 年

・
か

わ
い
く
な
い
？

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
だ
け
れ
ど

・
〇
〇
の
く
せ
に
（
人
権
）

・
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
（
人
権
）

・
受
け
つ
が
れ
て
き
た
命
ー
屋
久
島
三
代
杉
（
環
境
）

・
か

わ
い
く
な
い
？

・
ほ

っ
と
け
な
い
よ

・
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ

・
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

・
人
に
よ
っ
て
態
度
を
変
え
る
の
は
だ
め
？

・
守
り
た
い
自
分
の
じ
ょ
う
ほ
う

第 ５ 学 年

・
S
N
S
い
じ
め

・
ネ
ッ
ト
上

の
友

達
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
落
と
し
あ
な

・
わ
た
し
と
あ
な
た
の
「
ふ
つ
う
」
は
ち
が
う
（
人
権
）

・
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
バ
ス
（
人
権
）

・
ト
キ
の
ま
う
空
（
環
境
）

・
食
品
ロ
ス
を
ど
う
防
ぐ
？
（
人
権
）

・
一
木
一
石
運
動
―
自
然
保
護
活
動
の
さ
き
が
け
―
（
環
境
）

・
百
の
診
療
所
よ
り
も
一
本
の
用
水
路
を
―
中
村
哲
―
（
人

権
）

・
言

葉
の

お
く
り
も
の

・
S
N
S
い
じ
め

・
ひ
と
り
で
か

か
え
こ
ま
な
い
で
！

・
ネ
ッ
ト
上
の
友
達

第 ６ 学 年

・
個

人
の

権
利

っ
て
？

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

・
青

い
海

を
取

り
も
ど
せ

（
環

境
）

・
「
ち
ょ
っ
と
」
の
可
能
性
（
環
境
）

・
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
へ
（
人
権
）

・
六
千
人
の
命
の
ビ
ザ
ー
杉
浦
千
畝
ー
（
人
権
）

・
ベ
ト
ナ
ム
の
人
に
安
全
な
水
を
（
環
境
）

・
流
氷
と
ア
ザ
ラ
シ
が
伝
え
る
も
の
（
環
境
）

・
友
達
だ
か
ら
こ
そ

・
ひ
き
ょ
う
だ
よ

・
広
い
海
へ
出
て
み
よ
う

・
〇

〇
し
な
が

ら
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２
」
　
【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容

　
　
発

行
者

　
光

村
　
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　
情

報
モ
ラ
ル

や
現

代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
教
材
名

情
報

モ
ラ
ル

に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
持

続
可

能
な
社

会
づ
く
り
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
い
じ
め
防

止
に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
み

ん
な
で
　
つ
か

う
　
も
の

や
　
ば

し
ょ

・
い
ろ
い
ろ
な
　
や

く
そ
く
や

　
き
ま
り

・
あ
さ
が

お
（
環

境
）

・
や

さ
し
い
　
ひ
と
、
み

つ
け
た

・
あ
し
た
は
　
え
ん
そ
く

・
こ
ん
な
　
こ
と
、
　
し
て
　
な
い
？

・
二
わ
の
　
こ
と
り

・
は

し
の

　
う
え
の

　
お
お
か

み
・
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム

・
よ
い
　
こ
と
と
　
わ
る
い
　
こ
と

・
み

ん
な
　
い
き
て
る

・
ぽ
ん
た
と
　
か
ん
た

第 ２ 学 年

・
角

が
つ
い
た
　
か
い
じ
ゅ
う

・
ど
う
し
て
　
声

を
か
け
る
の
か
な

・
お
で
こ
の
あ
せ
（
環
境
）

・
ク
ラ
ス
の
大
へ
ん
し
ん

・
や

め
な
さ
い
よ

・
い
や
な
気
も
ち
か
も
　
し
れ
な
い
よ

・
お
よ
げ
な
い
り
す
さ
ん

・
雨
ふ
り

・
ぶ
ら
ん
こ

・
二

年
生

に
な
っ
て

・
ど
う
し
て
き
ま
り
が
　
あ
る
の
か
な

・
空
色
の
自
転
車

第 ３ 年 年

・
や

め
ら
れ

な
い

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
む
ち
ゅ
う

・
生
き
て
い
る
仲
間
（
環
境
）

・
ヤ
ゴ
き
ゅ
う
出
大
作
戦
（
環
境
）

・
里
山
を
守
ろ
う
（
環
境
）

・
道
夫
と
ぼ
く

・
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
よ
う

・
友
だ
ち
屋

・
教

え
て
あ
げ
る
？

　
持

っ
て
あ
げ
る
？

・
言

わ
な
き
ゃ

・
な
お
と
か
ら
の
し
つ
も
ん

・
よ
わ
む
し
太
郎

・
き
ま
り
の

な
い
国

第 ４ 学 年

・
つ
ま
ら
な
か

っ
た

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
や
り
取
り

・
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
岬
（
環
境
）

・
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
（
環
境
）

・
ご
み
や
し
げ
ん
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
環
境
）

・
み
ん
な
同
じ
だ
っ
た
ら
（
共
生
）

・
な
み

え
さ
ん
へ

（
環

境
）

・
琵
琶
湖
の
ご
み
拾
い
（
環
境
）

・
心
の
シ
ー
ソ
ー

・
学
級
会
で
の
出
来
事

・
い
じ
め
を
見

つ
け
た
ら

・
決

め
つ
け
て
な
い
か

な
・
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
よ

・
「
ま
あ
、
い
い
か

。
」

第 ５ 学 年

・
あ
い
さ
つ
っ
て

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
と
マ
ナ
ー

・
一
ふ
み
十
年
（
環
境
）

・
宇
宙
か
ら
見
え
た
も
の
（
環
境
）

・
「
地
球
温
暖
化
」
を
知
ろ
う
（
環
境
）

・
だ
れ
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
を
（
人
権
）

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
人
権
）

・
み
ん
な
、
お
か
し
い
よ
！

・
お
た
が
い
を
大
切
に
し
よ
う

・
命
の
詩
―
電
池
が
切
れ
る
ま
で

・
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な

・
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
と
ピ
エ
ロ

・
だ
れ
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
を

・
い
こ
い
の
広
場

・
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

第 ６ 学 年

・
気

に
入

ら
な
か

っ
た
写
真

・
ク
ジ
ラ
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
環
境
）

・
よ
り
よ
い
世
界
を
目
ざ
し
て

・
世
界
人
権
宣
言
か
ら
学
ぼ
う
（
人
権
）

・
五
十
五
年
目
の
恩
返
し
（
人
権
）

・
マ
ザ

ー
＝

テ
レ
サ

（
人

権
）

・
小
川
笙
船
（
人
権
）

・
私
に
は
夢
が
あ
る
（
人
権
）

・
世
界
の
人
々
と
助
け
合
っ
て
（
人
権
）

・
泣
き
虫

・
こ
の
胸
の
痛
み
を

・
昼
休
み
の
コ
ー
ト
で

・
コ
ス
モ
ス
の

花
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【
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
　
発

行
者

　
日

文
　
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　
情

報
モ
ラ
ル

や
現
代
的
な
課
題
を
扱
っ
て
い
る
教
材
名

情
報

モ
ラ
ル

に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
持

続
可

能
な
社

会
づ
く
り
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
い
じ
め
防

止
に
関

す
る
内

容
を
扱

っ
て
い
る
教

材
安
全
教
育
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
教
材

第 １ 学 年

・
ひ
つ
じ
か

い
の

　
こ
ど
も

・
よ
い
こ
と
か

な
　
ど
う
か
な

・
う
ち
ゅ
う
せ
ん
に
　
の

っ
て
（
環
境
）

・
な
か
よ
し

・
な
か

な
お
り

・
か

ず
や

く
ん
の
　
な
み

だ
・
は

し
の

　
う
え
の

　
お
お
か

み
・
や

め
ろ
よ

・
ふ

た
り
だ
け
で

・
あ
な
た
っ
て
　
ど
ん
な
　
人
？

・
わ

た
し
の

　
す
き
な
　
〇

〇
・
ぼ

く
は

　
小

さ
く
て
　
白

い

・
な
に
を
　
し
て
　
い
る
の
か
な

・
休
み
じ
か
ん

第 ２ 学 年

・
が

ま
ん
で
き
な
く
て

・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
　
お
元
気
で
す
か

・
「
あ
り
が

と
う
」
を
　
つ
た
え
よ
う

・
ど
う
ぶ
つ
の
　
か
く
れ
ん
ぼ
（
環
境
）

・
三
び
き
は
　
友
だ
ち

・
お
よ
げ
な
い
　
り
す
さ
ん

・
ね
え
、
聞
い
て

・
り
え
さ
ん
の
　
よ
い
　
と
こ
ろ

・
ぐ
み
の
木
と
　
小
鳥

・
あ
る
　
日
の
　
く
つ
ば
こ
で

・
ふ
わ
ふ
わ
　
ち
く
ち
く

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

・
ぽ
ん
た
と
　
か
ん
た

・
あ
ぶ
な
い
よ

・
や

く
そ
く

第 ３ 年 年

・
き
ま
り
は

だ
れ

の
た
め
？

・
ゲ
ー
ム
が

や
め
ら
れ
な
い

・
ご
め
ん
ね
、
サ
ル
ビ
ア
さ
ん
（
環
境
）

・
き
い
て
る
か
い
　
オ
ル
タ

・
さ
と
子
の
落
と
し
物

・
お
し
ゃ
べ

り
す
ご
ろ
く

・
心

を
し
ず
め
て

・
同
じ
な
か
ま
だ
か
ら

・
心
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
て

・
た
か
ら
さ
が
し

・
ぼ

く
の

ボ
ー
ル

だ
・
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ

・
た
っ
き
ゅ
う
は
四
人
ま
で

・
も
っ
と
調
べ
た
か
っ
た
か
ら

・
あ
の
日
の
こ
と

・
い
つ
も
あ
り
が
と
う

・
ど
ん
ど
ん
橋
の
で
き
ご
と

第 ４ 学 年

・
交

流
学

習
の

前
に

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側

・
聞

か
せ

て
、
君

の
声

を
！

（
環

境
）

・
き
れ
い
な
水
（
環
境
）

・
ち
こ
く

・
遠
足
の
朝

・
な
く
そ
う
！
い
じ
め

・
い
じ
り
と
い
じ
め

・
よ
わ
む
し
太
郎

・
わ
た
し
、
ま
ち
が
っ
て
な
い
よ
ね

・
ほ
ん
と
う
に
上
手
な
乗
り
方
と
は

・
三
つ
の
つ
つ
み

第 ５ 学 年

・
知

ら
な
い
間

の
で
き
ご
と

・親
し
き
中
に
も
マ
ナ
ー
あ
り

・
な
が

ら
っ
て
…

…

・
ひ
と
ふ
み
十
年
（
環
境
）

・
ぼ
く
た
ち
の
夏
休
み
自
由
研
究
（
環
境
）

・
わ
た
し
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に

・
あ
い
さ
つ
の
心

・
名

前
の

な
い
手
紙

・
い
じ
め
は
止
め
ら
れ
る
！

・
な
が

ら
っ
て
…

…

第 ６ 学 年

・
カ
ス
ミ
と
携

帯
電

話
・
め
ざ
せ

！
情

報
モ
ラ
ル

の
達

人
・
自

分
を
守

る
力

っ
て
？

・
緑
の
闘
士
ー
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
ー
（
環
境
）

・
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
ー
父
に
エ
ー
ル
を
ー
（
人
権
）

・
杉
原
千
畝
ー
大
勢
の
人
の
命
を
守
っ
た
外
交
官
（
人
権
）

・
平

和
に
向

け
て
ー
私

た
ち
が

知
り
、
つ
な
い
で
い
く
ー

・
ゴ
ゴ
　
九
十
四
歳
の
小
学
生
（
人
権
）

・
み

ん
な
、
自

由
。
み

ん
な
、
平

等
。

・
ほ
ん
と
う
の
こ
と
だ
け
ど
…
…

・
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

・
い
じ
め
と
法

律

・
先

着
１
０
０
名

様
・
自

分
を
守

る
力

っ
て
？

−371−



「
別

紙
２

－
２

」
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内
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発

行
者
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文
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　

情
報

モ
ラ

ル
や

現
代

的
な

課
題

を
扱

っ
て

い
る

教
材

名

情
報

モ
ラ

ル
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教
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っ
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す
る

内
容

を
扱

っ
て

い
る

教
材

第 １ 学 年

・
ル

ー
ル

が
　

な
い

と
　

ど
う

　
な

る
の

？
―

ス
マ

ホ
や

　
げ

ー
む

き
な

ど
を

　
つ

か
う

　
と

き
―

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

（
ス

マ
ホ

）
っ

て
　

ど
う

や
っ

て
　

つ
か

う
の

？

・
ま

ち
た

ん
け

ん
（
環

境
）

・
も

み
じ

が
り

（
環

境
）

・
ウ

ォ
ル

ト
・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

ー
ど

う
ぶ

つ
と

 い
っ

し
ょ

に
ー

（
環

境
）

・
み

ん
な

で
 つ

く
る

「
わ

た
し

た
ち

の
　

み
ら

い
」

・
み

ん
な

　
み

ん
な

　
い

き
て

い
る

・
お

た
ん

じ
ょ

う
び

　
れ

っ
し

ゃ
・
ぷ

う
た

の
　

や
く
め

・
や

さ
い

む
ら

の
　

こ
ど

も
た

ち
・
す

て
き

な
　

こ
と

ば
「
あ

ふ
た

あ
　

ゆ
う

」
・
お

な
じ

　
ば

し
ょ

に
　

い
ろ

い
ろ

な
　

ひ
と

・
二

わ
の

　
こ

と
り

・
み

ん
な

で
　

ま
も

ろ
う

・
あ

お
し

ん
ご

う

第 ２ 学 年

・
お

か
あ

さ
ん

と
の

　
や

く
そ

く
・
み

に
　

つ
け

た
い

　
ル

ー
ル

と
　

マ
ナ

ー
・
め

だ
か

の
　

学
校

（
環

境
）

・
お

と
す

　
人

、
ひ

ろ
う

　
人

（
環

境
）

・
さ

く
ら

の
木

と
　

い
っ

し
ょ

に
・
み

ん
な

で
　

つ
く
る

「
わ

た
し

た
ち

の
　

み
ら

い
」

・
こ

こ
ろ

の
　

も
や

も
や

　
ど

う
し

よ
う

？
・ど

う
し

よ
う

…
…

・
お

よ
げ

な
い

　
り

す
さ

ん
・
の

こ
ぎ

り
山

の
　

大
ぶ

つ
・
な

か
よ

し
で

　
い

た
い

・
モ

ム
ン

と
　

ヘ
ー

テ

・
ろ

う
か

を
　

あ
る

い
た

だ
け

な
の

に

第 ３ 年 年

・
ヒ

ン
ト

ま
で

あ
と

少
し

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
じ

ょ
う

ほ
う

は
か

な
ら

ず
正

し
い

の
？

・
春

の
女

神
を

ま
も

る
―

ギ
フ

チ
ョ

ウ
―

（
環

境
）

・
海

を
わ

た
る

ラ
ン

ド
セ

ル
（
人

権
）

・
み

ん
な

で
つ

く
る

「
わ

た
し

た
ち

の
未

来
」

・
友

だ
ち

屋
・
四

人
五

脚
・
ド

ン
マ

イ
！

　
ド

ン
マ

イ
！

・
お

日
様

の
心

で
・
な

い
た

赤
お

に
・
分

か
り

合
う

っ
て

ど
ん

な
こ

と
？

・
り

つ
と

に
じ

の
た

ね
・
思

い
切

っ
て

言
っ

た
ら

ど
う

な
る

の
？

・
紙

の
中

の
映

画
―

手
塚

治
虫

―

・
こ

の
「
元

気
」
で

い
い

の
か

な
？

第 ４ 学 年

・
深

く
息

を
す

っ
て

・
グ

ル
ー

プ
外

し
・
ア

カ
ウ

ミ
ガ

メ
の

来
る

は
ま

（
環

境
）

・
し

ぜ
ん

を
守

る
エ

ゾ
リ

ス
（
環

境
）

・
み

ん
な

で
つ

く
る

「
わ

た
し

た
ち

の
未

来
」

・
バ

ス
・
ボ

イ
コ

ッ
ト

運
動

（
人

権
）

・
み

ん
な

の
た

め
に

で
き

る
こ

と
（
環

境
）

・
「
里

山
」
と

と
も

に
（
環

境
）

・
貝

が
ら

・
言

葉
の

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
・
サ

ッ
カ

ー
ボ

ー
ル

を
か

か
え

て
・

「
そ

の
人

」
を

よ
く
見

て
み

よ
う

・
レ

ッ
ド

―
赤

く
て

青
い

ク
レ

ヨ
ン

の
話

―
・
ブ

ラ
ジ

ル
か

ら
の

転
入

生
・
グ

ル
ー

プ
外

し
・
学

級
新

聞
作

り
・
良

太
の

は
ん

だ
ん

・
心

に
ブ

レ
ー

キ

第 ５ 学 年

・
ゆ

か
り

の
ア

イ
コ

ン
・
お

た
が

い
の

権
利

を
守

る
た

め
に

・
み

ん
な

ち
が

っ
て

、
み

ん
な

い
い

？
・
短

所
も

長
所

・
ク

ラ
ス

の
雰

囲
気

、
こ

れ
で

い
い

の
？

・
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
を

百
倍

楽
し

く
す

る
方

法
・
光

輝
の

告
白

・
し

げ
ち

ゃ
ん

第 ６ 学 年

・
本

当
に

だ
い

じ
ょ

う
ぶ

？
・
ス

マ
ホ

や
携

帯
電

話
の

使
用

時
間

・
情

報
を

有
効

活
用

す
る

た
め

に

・
自

然
の

ゆ
り

か
ご

（
環

境
）

・
い

ろ
い

ろ
な

人
と

共
に

生
き

る
た

め
に

・
一

隅
を

照
ら

す
―

中
村

哲
―

（
人

権
）

・
地

球
が

あ
ぶ

な
い

（
環

境
）

・
六

千
人

の
命

を
救

っ
た

決
断

―
杉

原
千

畝
―

（
人

権
）

・
み

ん
な

で
つ

く
る

「
わ

た
し

た
ち

の
未

来
」

・
志

を
と

げ
る

た
め

に
ー

小
川

笙
船

ー
（
人

権
）

・
第

九
が

ひ
び

く
町

―
ド

イ
ツ

と
鳴

門
　

友
好

の
か

け
橋

―
（
人

権
）

・
自

分
か

ら
動

く
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

な
？

・
森

川
君

の
う

わ
さ

・ピ
ン

ク
の

バ
ッ

グ

・
松

井
さ

ん
の

え
が

お

・
ガ
ン
ジ
ー
の
い
か
り
（
人
権
）

・
お
た
が
い
の
権
利
を
守
る
た
め
に

・
未
来
に
つ
な
げ
た
い
思
い
―
尾
瀬
―
（
環
境
）

・
海
を
耕
す
人
た
ち
（
環
境
）

・
フ
ー
バ
ー
さ
ん
（
人
権
）

・
一
人
の

少
女

が
世
界

を
変

え
る
―
マ
ラ
ラ
・ユ

ス
フ
ザ
イ
―
（人

権
）

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
人
権
）

・
み
ん
な
で
つ
く
る
「
わ
た
し
た
ち
の
未
来
」

・
す
あ
し
に
サ
ン
ダ
ル
の
天
使
―
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
―
（
人
権
）
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別
紙

２
－

２
　

【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
発

行
者

　
学

研
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
ｆ　

情
報

モ
ラ

ル
や

現
代

的
な

課
題

を
扱

っ
て

い
る

教
材

名

情
報

モ
ラ

ル
に

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

関
す

る
内

容
を

扱
っ

て
い

る
教

材
い

じ
め

防
止

に
関

す
る

内
容

を
扱

っ
て

い
る

教
材

安
全

教
育

に
関

す
る

内
容

を
扱

っ
て

い
る

教
材

第 １ 学 年

・
さ

る
き

ち
の

　
い

た
ず

ら
・
本

当
に

　
い

い
の

か
な

・
ど

う
し

て
　

や
め

な
い

と
　

い
け

な
い

の

・
げ

ん
き

で
ね

、
あ

げ
は

く
ん

（
環

境
）

・
サ

バ
ン

ナ
の

　
子

ど
も

（
環

境
）

・
か

ぼ
ち

ゃ
の

　
つ

る
・
め

だ
か

の
　

め
ぐ

・
み

ら
い

が
　

か
い

た
　

え
・
だ

れ
も

　
見

て
　

い
な

い
・
じ

ゃ
ん

け
ん

ぽ
ん

・
く
り

の
　

み
・
ぽ

っ
か

ぽ
か

・
は

し
の

　
上

の
　

お
お

か
み

・
な

い
ち

ゃ
っ

た
・
二

わ
の

　
小

鳥

・
お

か
し

く
　

な
い

か
な

・
は

ち
さ

ん
の

　
バ

ッ
ジ

・
大

あ
わ

て
の

　
ト

ラ
ッ

ピ
ー

・
学

校
の

　
か

え
り

み
ち

第 ２ 学 年

・
み

ん
な

の
ニ

ュ
ー

ス
が

か
り

・
み

ん
な

が
よ

ろ
こ

ぶ
ニ

ュ
ー

ス
に

・
絵

を
見

て
、

お
話

を
作

っ
て

み
ま

し
ょ

う

・
し

ぜ
ん

の
い

の
ち

（
環

境
）

・
ご

め
ん

ね
、

み
な

み
（
環

境
）

・
き

れ
い

な
羽

・
お

よ
げ

な
い

り
す

さ
ん

・
子

だ
ぬ

き
　

ポ
ン

・
竹

馬
と

一
り

ん
車

・
つ

く
え

ふ
き

・
ぐ

み
の

木
と

小
鳥

・
公

園
の

お
に

ご
っ

こ

・
あ

か
り

さ
ん

の
き

め
た

こ
と

・
水

の
広

場
・
ま

い
ご

の
す

ず

第 ３ 年 年

・
家

の
パ

ソ
コ

ン
で

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
使

う
と

き
は

・
ア

メ
リ

カ
か

ら
来

た
サ

ラ
さ

ん
（
人

権
）

・
国

に
よ

っ
て

ち
が

う
服

や
家

（
人

権
）

・
フ

ロ
ー

レ
ン

ス
・
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

物
語

（
人

権
）

・
ハ

チ
ド

リ
の

ひ
と

し
ず

く
（
環

境
）

・
知

っ
て

い
る

か
な

　
食

品
ロ

ス
（
環

境
）

・
貝

が
ら

・
ア

メ
リ

カ
か

ら
来

た
サ

ラ
さ

ん
・
あ

と
、

ひ
と

言
・
し

ん
ぱ

ん
は

自
分

た
ち

で
・
ひ

き
が

え
る

と
ろ

ば
・
な

か
よ

し
ポ

ス
ト

・
心

に
ひ

び
く
か

ね
の

音
・
み

ん
な

の
学

級
会

・
ぽ

か
ぽ

か
言

葉
・
思

い
を

こ
め

て
・
言

い
出

せ
な

く
て

・
明

る
く
な

っ
た

友
だ

ち

・
二

人
だ

け
の

ひ
み

つ
・
見

つ
か

ら
な

い
リ

コ
ー

ダ
ー

第 ４ 学 年

・
カ

マ
キ

リ
・
個

人
じ

ょ
う

ほ
う

に
つ

い
て

考
え

よ
う

・
未

来
へ

残
し

た
い

、
か

け
が

え
の

な
い

自
然

・
ヘ

レ
ン

・
ケ

ラ
ー

物
語

（
人

権
）

・
み

ん
な

が
く
ら

し
や

す
い

社
会

に
・
み

ん
な

の
た

め
に

自
分

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
よ

う
・
ウ

ミ
ガ

メ
の

命
（
環

境
）

・
海

で
か

が
や

く
た

く
さ

ん
の

命

・
泣

い
た

赤
お

に
・
友

だ
ち

の
し

ょ
う

こ
・
山

び
こ

村
の

二
人

・
ク

ラ
ス

た
い

こ
う

全
員

リ
レ

ー
・
休

み
時

間
の

出
来

事
・
友

だ
ち

が
泣

い
て

い
る

・
ビ

ク
ト

リ
ー

ロ
ー

ド
・
神

戸
の

ふ
っ

こ
う

は
、

ぼ
く
ら

の
手

で
・
へ

ら
ぶ

な
つ

り
・
ば

ん
ざ

い
大

き
な

花
ま

る

・
道

子
の

赤
い

自
転

車
・
心

の
信

号
機

第 ５ 学 年

・
ひ

み
つ

の
グ

ル
ー

プ
ト

ー
ク

・
ア

ッ
プ

す
る

の
？

・
ア

ッ
プ

す
る

前
に

ひ
と

こ
き

ゅ
う

・
も

っ
た

い
な

い
・
「
も

っ
た

い
な

い
」
に

つ
い

て
考

え
よ

う
・
心

の
中

の
り

ゅ
う

（
人

権
）

・
す

ご
い

！
　

江
戸

の
社

会
・
世

界
に

目
を

向
け

て
　

ユ
ニ

セ
フ

親
善

大
使

　
黒

柳
徹

子
（
人

権
）

・
世

界
で

活
動

す
る

人
た

ち

・
す

れ
ち

が
い

・
電

池
が

切
れ

る
ま

で
・
い

じ
め

を
な

く
す

た
め

に
・
自

分
だ

っ
た

ら
ど

う
思

う
か

、
三

つ
の

立
場

で
考

え
て

み
よ

う
・
心

を
こ

め
て

一
秒

の
言

葉
・
ひ

み
つ

の
グ

ル
ー

プ
ト

ー
ク

・
母

と
な

が
め

た
一

番
星

・
女

性
が

医
師

に
な

れ
る

社
会

へ
　

荻
野

吟
子

・
森

の
絵

・
ア

ッ
プ

す
る

の
？

・
銀

の
し

ょ
く
台

・
ぬ

ぎ
す

て
ら

れ
た

く
つ

・
う

ば
わ

れ
た

自
由

・
く
ず

れ
落

ち
た

だ
ん

ボ
ー

ル
箱

・
お

客
様

第 ６ 学 年

・
友

達
だ

か
ら

こ
そ

な
や

む
こ

と
・
の

り
づ

け
さ

れ
た

詩
・
会

話
の

ゆ
く
え

・
S
N

S
 私

の
判

断

・
チ

ョ
モ

ラ
ン

マ
清

掃
登

山
隊

（
環

境
）

・
マ

ザ
ー

・
テ

レ
サ

（
人

権
）

・
ど

れ
い

解
放

の
父

　
リ

ン
カ

ン
（
人

権
）

・
食

べ
残

さ
れ

た
え

び
に

な
み

だ
（
環

境
）

・
帰

っ
て

き
た

ク
ニ

マ
ス

（
環

境
）

・
世

界
の

子
供

た
ち

の
夢

・
み

ん
な

の
夢

を
か

な
え

る
た

め
に

・
友

達
だ

か
ら

こ
そ

な
や

む
こ

と
・
移

動
教

室
の

夜
・
温

か
い

行
為

が
生

ま
れ

る
と

き
・
ど

れ
い

解
放

の
父

　
リ

ン
カ

ン
・
ロ

レ
ン

ゾ
の

友
達

・
会

話
の

ゆ
く
え

・
ブ

ラ
ン

コ
乗

り
と

ピ
エ

ロ
・
前

を
向

い
て

・
ど

ん
な

心
が

見
え

て
き

ま
す

か
・
移

動
教

室
の

夜
・
届

け
！

　
ぼ

く
ら

の
願

い
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「
別

紙
２

－
３

」
【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
藤

子
・
F
・
不

二
雄

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
・
リ

ン
カ

ー
ン

・
宮

越
由

貴
奈

・
木

村
安

兵
衛

、
英

三
郎

・
荻

野
吟

子

A
　

正
直

、
誠

実
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

A
  
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
池

江
璃

花
子

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
・
坂

東
元

・
秋

元
康

・
加

瀬
三

郎
・
ベ

ー
ト

ー
ベ

ン
・
宮

澤
賢

治
・
パ

ブ
ロ

・
ピ

カ
ソ

・
中

谷
宇

吉
郎

・
加

藤
明

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

C
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

A
　

個
性

の
伸

長
A

　
真

理
の

探
究

C
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善

C
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善
Ｃ

　
規

則
の

尊
重

Ｄ
　

生
命

の
尊

さ
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

B
　

親
切

、
思

い
や

り

D
　

自
然

愛
護

C
　

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
A

　
真

理
の

探
究

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

C
　

勤
労

、
公

共
の

精
神

Ｃ
　

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

学
年

　
発

行
者

名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

東
書

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年

二
美

男
・
菅

原
進

・
岸

田
袈

裟
・
山

﨑
聡

一
郎

・
西

尾
誉

佳

・
黒

柳
徹

子
、
石
田
雅
男
、
神
谷
文
義

・
坪

田
愛

華
・
坂

本
龍

馬
、
幡
谷
祐
一

・
手

塚
治

虫
・
中

村
哲

・
臼

井
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「
別

紙
２

－
３

」
【
（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
ジ

ャ
ン

＝
ア

ン
リ

＝
フ

ァ
ー

ブ
ル

D
　

自
然

愛
護

・
丹

後
光

祐
D

　
生

命
の

尊
さ

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
池

江
璃

花
子

・
宮

越
由

貴
奈

、
鈴

木
綾

、
山

本
厚

男 ・
前

島
密

、
佐

々
木

荘
助

・
山

葉
寅

楠
、

山
田

国
太

郎
、

山
葉

幸
之

助
、

河
合

喜
三

郎
、

伊
沢

修
二

D
　

感
動

、
畏

敬
の

念
D

　
生

命
の

尊
さ

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
渋

沢
栄

一
・
上

圷
茂

・
大

村
智

、
梶

田
隆

章
、

吉
野

彰
・
エ

イ
ブ

ラ
ハ

ム
・
リ

ン
カ

ー
ン

、
ロ

ー
ザ

・
パ

ー
ク

ス
、

マ
ー

テ
ィ

ン
・
ル

ー
サ

ー
・
キ

ン
グ

・
ジ

ュ
ニ

ア
・
近

辻
宏

帰
・
三

木
忠

直
・
中

村
哲

・
村

山
聖

、
羽

生
善

治
、

谷
川

浩
司

・
和

田
重

次
郎

、
コ

タ
―

・
明

珍
宗

理
、

明
珍

敬
三

・
大

河
原

歩
希

、
大

河
原

光
希

・
中

谷
宇

吉
郎

、
ベ

ン
ト

レ
ー

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

C
　

勤
労

、
公

共
の

精
A

　
真

理
の

探
究

Ｃ
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

D
　

自
然

愛
護

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
C

　
国

際
理

解
、

国
際

親
善

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
C

　
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

C
　

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
D

　
生

命
の

尊
さ

A
　

真
理

の
探

究

学
年

　
発

行
者

名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

教
出

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年

A
　
個

性
の

伸
長

A
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志
C
　
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
C
　
伝

統
と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を
愛

す
る

態
度

A
　
真

理
の

探
究

C
　
勤

労
、
公

共
の

精
神

B
　
礼
儀

D
　
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
B
　
感
謝

Ｄ
　
生

命
の

尊
さ

D
　
感

動
、
畏

敬
の

念
C
　
国

際
理

解
、
国

際
親

善
A
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志
C
　
伝

統
と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を
愛

す
る

態
度

D
　
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
ハ

ツ
エ

・
藤

井
聡

太
・
秦

由
加

子
・
さ
か
な
ク
ン

・
小

林
虎

三
郎

、
三

左
衛

門
、
喜

平
太 ・
山

中
伸

弥
、
ロ
バ

ー
ト
・
メ
イ
リ
―

、
高

橋
和

利
・
佐

藤
寛

志
、
亘

理
孝

一
・
千

利
休

・
杉

原
千

畝
、
幸

子
、
ニ
シ
ュ
リ

・
棟

方
志

功
、
沢

地
弁

護
士

、
平

塚
運

一
、
柳

宗
悦

、
濱

田
庄

司
、
河

合
寛

次
郎

・
副

島
賢

和
・
油

井
亀

美
也

、
古

川
聡

・
新

渡
戸

稲
造

、
ル

ー
ズ
ベ
ル

ト
・
石

橋
正

二
郎

・
松

浦
武

四
郎

、
宇

佐
照

代
、
西

村

・
野

口
英

世
、
野

口
シ
カ
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）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
よ

し
ざ

わ
　

あ
き

ら
A

　
個

性
の

伸
長

・
若

田
光

一
、

髙
田

真
希

・
辻

口
博

啓
Ａ

　
個

性
の

伸
長

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
奥

原
希

望
、

荻
野

吟
子

・
三

宅
精

一
・
ア

ン
リ

＝
フ

ァ
ー

ブ
ル

・
小

澤
諒

祐

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
B

　
親

切
、

思
い

や
り

A
　

正
直

、
誠

実
A

　
個

性
の

伸
長

・
ま

ど
・
み

ち
お

・
西

山
麗

・
中

川
翔

子
・
杉

原
千

畝
・
マ

ザ
ー

＝
テ

レ
サ

・
小

川
笙

船
・
マ

ー
テ

ィ
ン

＝
ル

ー
サ

ー
＝

キ
ン

グ
＝

ジ
ュ

ニ
ア

・
前

野
浩

太
郎

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｂ

　
相

互
理

解
、

寛
容

B
　

感
謝

D
　

感
動

、
畏

敬
の

念
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

C
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

A
　

真
理

の
探

究

学
年

　
発

行
者

名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

光
村

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年

A
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志
D
　
生

命
の

尊
さ

B
　
感
謝

C
　
伝

統
と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を
愛

す
る

態
度

A
　
真

理
の

探
究

A
　
個

性
の

伸
長

C
　
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
C
　
感

謝
A
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志
D
　
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び

・
大

谷
翔

平
・
み

や
こ
し
ゆ
き
な

・
広

瀬
め
ぐ
み

・リ
チ
ャ
ー
ド
＝
ヘ
ン
リ
ー
＝
ブ
ラ
ン
ト
ン

・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

・
手

塚
治

・
山

内
き
み

江
・
布

田
保

之
助

・
小

川
郁

子
、
山

中
伸

弥
・
や

な
せ

た
か

し
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別

紙
２
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【
（
１
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イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内
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】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

　
g　

人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
ア

ン
リ

・
フ

ァ
ー

ブ
ル

自
然

愛
護

・
加

登
岡

愛
美

・
や

な
せ

た
か

し
Ｃ

　
勤

労
、

公
共

の
精

神
Ｂ

　
親

切
、

思
い

や
り

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
日

野
原

重
明

・
デ

ュ
ー

ラ
ー

・
マ

ル
ガ

レ
ー

テ
・
シ

ュ
タ

イ
フ

・
浜

口
梧

陵

・
斎

藤
慶

輔
・
歌

川
広

重
、

ゴ
ッ

ホ

Ｄ
　

生
命

の
尊

さ
Ｂ

　
友

情
、

信
頼

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｃ

　
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

Ｄ
　

自
然

愛
護

Ｃ
　

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度

・
手

塚
治

虫
・
宮

越
由

貴
奈

・
上

野
由

岐
子

・
ア

ニ
ー

・
サ

リ
バ

ン
・
緒

方
洪

庵
・
藤

田
哲

也

Ａ
　

個
性

の
伸

長
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

Ｂ
　

感
謝

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

Ａ
　

真
理

の
探

究

・
春

風
亭

昇
太

・
丹

後
光

祐
・
ワ

ン
ガ

リ
・
マ

ー
タ

イ
・
伊

能
忠

敬
・
植

松
努

、
北

里
柴

三
郎

、
斎

藤
茂

太
、

前
野

ウ
ル

ド
浩

太
郎

、
黒

柳
徹

子
、

ヘ
レ

ン
・
ケ

ラ
ー

・
上

村
智

恵
子

・
加

藤
得

二
、

和
田

通
夫

・
杉

浦
千

畝
・
原

田
雅

彦
、

西
方

仁
也

・
山

中
伸

弥
・
瀬

戸
勇

次
郎

、
大

橋
悠

依
、

伊
藤

美
誠

・
水

谷
準

、
岩

渕
真

奈
・
ゴ

ゴ
・
吹

浦
忠

正

Ａ
　

個
性

の
伸

長
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

Ｄ
　

自
然

愛
護

Ａ
　

真
理

の
探

究
Ａ

　
個

性
の

伸
長

Ａ
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｃ

　
伝

統
と

文
化

の
尊

重
、

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

C
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

Ｃ
　

よ
り

よ
い

学
校

生
活

、
集

団
生

活
の

充
実

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
B

　
感

謝

Ｄ
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

Ｃ
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善

　
　

　
　

　
　

　
学

年
　 　

発
行

者
名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

日
文

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年
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イ
　

調
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の
具
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（
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学
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特
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道
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人
物

の
生

き
方

や
考

え
方

等
か

ら
学

ぶ
教

材
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
人

物
名

及
び

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
ウ

ォ
ル

ト
・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

D
　

自
然

愛
護

・
大

前
光

市
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
野

口
英

世
・
内

村
航

平
・
安

藤
百

福
・
手

塚
治

虫

C
　

家
族

愛
、

家
庭

生
活

の
充

実
A

　
個

性
の

伸
長

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
A

　
個

性
の

伸
長

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
ロ

ー
ザ

・
パ

ー
ク

ス
・
ア

ル
フ

レ
ッ

ド
・
ノ

ー
ベ

ル
C

　
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

・
池

江
璃

花
子

・
楠

井
順

子
・
谷

本
仰

・
本

田
真

士
、

大
山

隆
久

・
ガ

ン
ジ

ー
・
山

中
伸

弥
・
國

仲
均

、
佐

藤
た

ま
き

・
ミ

レ
ー

、
ル

ソ
ー

・
和

田
雄

治
・
マ

ラ
ラ

・
ユ

ス
フ

ザ
イ

・
マ

ザ
ー

・
テ

レ
サ

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
Ｂ

　
感

謝
Ｂ

　
親

切
、

思
い

や
り

Ｃ
　

勤
労

、
公

共
の

精
神

C
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

A
　

真
理

の
探

究
A

　
真

理
の

探
究

B
　

友
情

、
信

頼
Ａ

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

D
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

・
三

浦
雄

一
郎

・
鑑

真
・
遠

藤
謙

・
M

IS
H

A
・
中

村
哲

・
佐

々
木

瑠
璃

・
杉

原
千

畝
・
小

川
笙

船
・
松

江
豊

寿
・
佐

々
木

貞
子

A
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

志
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

A
　

真
理

の
探

究
D

　
よ

り
よ

く
生

き
る

喜
び

Ｄ
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

Ｄ
　

生
命

の
尊

さ
C

　
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
A

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｃ
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

　
　

　
　

　
　

　
学

年
　 　

発
行

者
名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

光
文

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年
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人
物
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き
方
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考

え
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等
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に
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上
げ

ら
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て
い

る
人

物
名

及
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容

項
目

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
や

な
せ

た
か

し
Ａ

　
個

性
の

伸
長

・
長

谷
川

町
子

・
平

野
美

宇
Ａ

　
個

性
の

伸
長

Ａ
　

個
性

の
伸

長
・
水

木
し

げ
る

・
上

野
由

紀
子

・
吉

田
沙

保
里

・
西

川
悟

平
・
フ

ロ
ー

レ
ン

ス
・
ナ

イ
チ

ン
ゲ

ー
ル

・
ア

ル
ベ

ル
ト

・
シ

ュ
バ

イ
ツ

ァ
ー

・
二

宮
金

次
郎

・
高

橋
尚

子
・
本

多
忠

勝
・
大

日
方

邦
子

Ａ
　

個
性

の
伸

長
Ａ

　
個

性
の

伸
長

Ａ
　

個
性

の
伸

長
Ａ

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
　

親
切

、
思

い
や

り
Ａ

　
善

悪
の

判
断

、
自

律
、

自
由

と
責

任
Ｃ

　
勤

労
、

公
共

の
精

神
Ａ

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｂ
　

感
謝

Ｃ
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

人
物

名
内

容
項

目
人

物
名

内
容

項
目

人
物

名
内

容
項

目

・
ジ

ョ
ン

万
次

郎
、

津
田

梅
子

・
藤

井
聡

太
・
宮

沢
賢

治
・
稲

垣
啓

太
、

堀
江

翔
太

、
リ

ー
チ

マ
イ

ケ
ル

・
ヘ

レ
ン

・
ケ

ラ
ー

・
石

川
三

郎
・
ア

ル
ブ

レ
ヒ

ト
・
デ

ュ
ー

ラ
ー

Ｃ
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善
Ａ

　
希

望
と

勇
気

、
努

力
と

強
い

意
志

Ｄ
　

自
然

愛
護

Ｂ
　

友
情

、
信

頼

Ｃ
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

Ｂ
　

感
謝

Ｂ
　

友
情

、
信

頼

・
ワ

ン
ガ

リ
・
マ

ー
タ

イ
・
内

村
航

平
・
宮

越
由

貴
奈

・
宮

本
亞

門
、

増
田

明
美

・
小

泉
吉

宏
・
ウ

ォ
ル

ト
・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

・
牧

野
富

太
郎

・
新

渡
戸

稲
造

・
荻

野
吟

子
・
植

田
啓

一
、

加
藤

信
吾

、
古

網
雅

也
、

薬
師

寺
一

彦
・
ビ

ク
ト

ル
・
ユ

ゴ
ー

・
手

塚
治

虫
・
斎

藤
圭

、
吉

村
邦

仁
・
黒

柳
徹

子

Ｃ
　

自
然

愛
護

Ａ
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

思
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

Ｃ
　

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

Ｂ
　

礼
儀

Ａ
　

希
望

と
勇

気
、

努
力

と
強

い
意

思
Ａ

　
真

理
の

探
究

Ｃ
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善
Ｃ

　
公

正
、

公
平

、
社

会
正

義
Ｄ

　
自

然
愛

護

Ａ
　

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

Ａ
　

個
性

の
伸

長
Ｄ

　
生

命
の

尊
さ

Ｃ
　

国
際

理
解

、
国

際
親

善

学
年

　
発

行
者

名

第
１

学
年

第
２

学
年

 第
３

学
年

学
研

第
４

学
年

第
５

学
年

 第
６

学
年

Ａ
　
個

性
の

伸
長

Ｄ
　
自

然
愛

護
Ｃ
　
勤

労
・
公

共
の

精
神

Ｃ
　
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義
Ｃ
　
公

正
、
公

平
、
社

会
正

義

Ｂ
　
相

互
理

解
、
寛

容
Ｄ
　
自

然
愛

護
Ｄ
　
生

命
の

尊
さ

Ａ
　
真

理
の

探
究

Ｄ
　
感

動
、
畏

敬
の

念
Ａ
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志
Ａ
　
希

望
と
勇

気
、
努

力
と
強

い
意

志

・
葉

祥
明

、
谷

川
俊

太
郎

、
金

子
み

す
ゞ

・
野

口
健

・
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

・
エ
イ
ブ
ラ
ハ

ム
・
リ
ン
カ
ン

・
ル

ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ

ー
グ ・
渋

沢
栄

一
・
三

浦
久

兵
衛

・
猿

渡
瞳

・
大

村
智

・
上

村
松

園
・
小

菅
正

夫
・
藤

井
聡

太
、
池

江
璃

花
子

、
辻

井
伸

行
、
桐

生
祥

秀
、
上

地
結

衣
、
黒

後
愛
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学
年

扱
い
の

有
無

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

東
書

無

教
出

無

光
村

無

日
文

有

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
国
旗

に
こ
め
ら
れ
た
思

い
・
本
文
・
写
真

・
「
国
旗
は
そ
の
国
を
表
す
、
ま
さ
に
顔
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る

と
の

記
載

が
あ
る
。
（
６
年

P
1
7
8
）

光
文

無

学
研

無

「
別
紙
２
－
４
」
【
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
　
発
行
者
】
　
（
小
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

−380−



学
年

扱
い

の
有

無
教

材
名

扱
い

方
（
本

文
・
コ

ラ
ム

・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ

ー
ジ

）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
有

・
い

ま
、

ぼ
く
に

で
き

る
こ

と

・
力

を
合

わ
せ

て

・
本

文

・
写

真
、

コ
ラ

ム

・
「
2
0
1
1
年

3
月

1
1
日

。
ぼ

く
た

ち
の

町
を

大
き

な
じ

し
ん

と
つ

な
み

が
お

そ
い

ま
し

た
。

」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

1
4
8
）

・
「
2
0
1
6
年

に
お

き
た

じ
し

ん
で

く
ま

も
と

じ
ょ

う
は

大
き

な
ひ

が
い

を
う

け
ま

し
た

。
」
と

写
真

と
共

に
紹

介
し

て
い

る
。

（
P

1
5
1
-
P

1
5
2
）

第
3
学

年
有

・
お

じ
い

ち
ゃ

ん
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

、
見

て
い

て
ね

・
本

文
・
「
思

い
出

し
た

く
な

い
け

れ
ど

、
わ

す
れ

ら
れ

な
い

日
。

女
川

に
つ

な
み

が
来

た
日

。
」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

1
5
9
）

第
4
学

年
有

・
ぼ

う
さ

い
マ

ッ
プ

を
つ

く
ろ

う

・
「
も

っ
こ

」
を

せ
お

っ
て

・
写

真

・
本

文

・
ぼ

う
さ

い
マ

ッ
プ

を
作

成
す

る
際

の
視

点
と

し
て

、
地

域
の

危
険

箇
所

や
避

難
場

所
等

を
挙

げ
て

い
る

。
（
P

2
3
）

・
「
一

年
後

の
三

月
十

一
日

。
突

然
大

き
な

地
し

ん
が

こ
の

町
を

お
そ

い
ま

し
た

。
」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

4
8
）

第
5
学

年
有

・
お

父
さ

ん
は

救
急

救
命

士
・
本

文
・
「
お

父
さ

ん
は

火
事

や
救

急
の

と
き

に
命

を
守

る
た

め
に

活
動

す
る

救
急

救
命

士
で

す
。

」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

2
0
）

第
6
学

年
有

・
天

災
は

、
わ

す
れ

て
い

な
く
て

も
や

っ
て

く
る

・
い

ざ
と

い
う

と
き

の
た

め
に

・
土

石
流

の
中

で
救

わ
れ

た
命

・
う

ち
ら

「
ネ

コ
の

手
」
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

・
小

さ
な

連
絡

船
「
ひ

ま
わ

り
」

・
本

文

・
コ

ラ
ム

・
本

文

・
本

文

・
本

文

・
「
地

震
を

想
定

し
た

避
難

訓
練

の
と

き
の

こ
と

を
、

じ
い

ち
ゃ

ん
に

話
し

た
。

」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

2
0
）

・
「
災

害
の

多
い

日
本

で
は

、
日

ご
ろ

か
ら

準
備

を
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す

。
」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

2
4
）

・
「
一

九
九

三
年

（
平

成
五

年
）
八

月
六

日
、

鹿
児

島
は

朝
か

ら
雨

だ
っ

た
。

百
年

に
一

度
の

集
中

豪
雨

と
な

っ
た

。
」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

6
2
）

・
「
一

九
九

五
年

（
平

成
七

年
）
一

月
十

七
日

午
前

五
時

四
十

六
分

、
神

戸
、

淡
路

島
一

帯
を

直
下

型
の

大
地

震
が

お
そ

っ
た

。
」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

9
4
）

・
「
二

０
一

一
年

（
平

成
二

十
三

年
）
三

月
十

一
日

午
後

」
と

記
載

が
あ

る
。

（
P

1
7
8
）

「
別
紙
２
－
５
」
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
東

書
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

−381−



学
年

扱
い
の
有
無

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学
年

無

第
2
学
年

有

・
お
む
か
え

・
本
文

・
地
震
や
台
風
に
関
す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
0
6
-
P
1
1
0
）

第
3
学
年

有

・
つ
な
み
て
ん
で
ん
こ
―
走
れ
、
上

へ
―

・
本

文
、
写

真
・
東

日
本

大
震

災
で
発

生
し
た
津

波
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
4
2
-
P
1
4
7
）

・
津

波
か

ら
避

難
す
る
人

の
様

子
や

津
波

の
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
い
る
。
（
P
1
4
3
-
P
1
4
5
）

第
4
学
年

有

・
学
校
の
れ
き
し

・
や
っ
ぺ
し

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
「
大

雨
で
川

が
は

ん
ら
ん
」
、
「
水

害
」
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
7
7
）

・
「
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
ひ
が

い
を
受

け
た
宮

城
県

石
巻

市
の

え
ん
が

ん
部

」
「
津

波
で
流

さ
れ

た
漁
の
道
具
を
集
め
る
漁

師
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
」
の

写
真

が
掲

載
さ
れ

て
い
る
。
（
P
1
5
1
-

P
1
5
2
）

・
本
文
中
に
東
日
本
大
震

災
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
5
1
-
P
1
5
3
）

第
5
学
年

有

・
稲
村
の
火

・
本
文
、
挿
絵

・
「
地
震
、
つ
な
み
、
火

事
」
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
6
0
-
P
6
3
）

第
6
学
年

有

青
い
海
を
取
り
も
ど
せ

・
本
文

・
「
東
日
本
大
震
災
」
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
6
6
-
P
6
9
）

「
別

紙
２

－
５

」
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
教

出
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）
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学
年

扱
い
の
有
無

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学
年

無

第
2
学
年

無

第
3
学
年

有

・
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
こ
め
て

・
本
文
（
脚
注
）

・
「
大
き
な
地
し
ん
（
東
日
本

大
震

災
）
」
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
5
7
）

第
4
学
年

有

・
神
戸
の
ふ
っ
こ
う
は
、
ぼ
く
ら
の

手
で

・
本

文
・
阪

神
淡

路
大

震
災

に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
7
2
－

P
1
7
3
）

第
5
学
年

有

第
6
学
年

有

・
五
十
五
年
目
の
恩
返
し

・
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
－
友
好

の
始
ま
り

・
サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
を
追
い
か

け
て
〈
昆
虫
学
者
・
前
野
浩
太
郎

〉

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
本
文

・
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
2
6
）

・
「
台
風
（
P
1
5
4
）
、
ト
ル
コ
軍

艦
遭

難
慰

霊
碑

（
P
1
5
6
）
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。

・
本
「
大
き
き
ん
を
も
た
ら
す
わ

ざ
わ

い
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
6
7
）

「
別

紙
２

－
５

」
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
光

村
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
命

・
各
地
で
取
り
組
む
「
防
災
活

動
」

・
本
文

・
巻
末
付
録

・
本
文
中
に
阪
神
淡
路

大
震

災
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
0
1
-
P
1
0
3
）

・
「
大
き
な
ひ
が
い
を
受

け
た
神

戸
市

」
と
い
う
阪

神
淡

路
大

震
災

に
関

す
る
写

真
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。
（
P
1
0
1
）

・
地
域
に
根
付
い
た
防
災

の
取

り
組

み
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
9
0
－

P
1
9
1
）
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学
年

扱
い
の
有
無

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学
年

無

第
2
学
年

有

・
花
火
に
　
こ
め
ら
れ
た
　
ね
が

い
・
本
文

・
中
越
大
震
災
、
東
日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
6
0
）

第
3
学
年

有

・
助

か
っ
た
命

・
さ
い
が
い
に
そ
な
え
て

・
本
文
、
挿
絵
、
写
真

・コ
ラ
ム
、
写
真

・
阪
神
淡
路
大
震
災
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
3
2
）

・
2
0
1
1
年
か
ら
1
0
年
間

に
起

き
た
大

き
な
災

害
に
つ
い
て
の

記
載

が
あ
る
。
（
P
1
3
6
-
P
1
3
7
）

第
4
学
年

有

・
お
父

さ
ん
の

じ
ま
ん

・
ネ
コ
の
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
本
文

・
本
文

・
自
分
の
す
む
町
が
江

戸
時

代
に
地

震
、
津

波
が

起
き
た
こ
と
が
あ
り
、
田
ん
ぼ
の
稲
む
ら
に
火
を

つ
け
避
難
場
所
を
知
ら
せ

た
由

来
に
つ
い
て
の

記
載

が
あ
る
。
（
P
1
0
0
）

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
3
8
）

第
5
学
年

有

・
気
象
学
者
の
藤
田
哲

也
が

ア
メ
リ
カ
で
よ
く
起

き
る
竜

巻
に
つ
い
て
研

究
を
続

け
、
飛

行
機

の
墜

落
事
故
の
原
因
を
つ
き
と
め
る
功

績
に
つ
い
て
の

記
載

が
あ
る
。
（
P
1
2
6
）

・
震
災
で
被
害
を
受
け
た
子

と
九

州
か

ら
来

た
給

水
車

の
お
兄

さ
ん
と
の

や
り
と
り
に
つ
い
て
記

載
さ

れ
て
い
る
。
（
P
1
3
2
－

P
1
3
5
）

第
6
学
年

有

・
ぼ
く
た
ち
の
学
校

・
上

村
さ
ん
の

ち
ょ
う
せ

ん
ー
ひ
さ

い
犬
と
共
に
ー

・
本
文

・
本
文

・
本
文
中
に
「
ぼ
く
の
学

校
は

、
大

津
波

で
校

舎
の

一
階

と
体

育
館

の
す
べ

て
が

お
し
流

さ
れ

た
」
と

い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
4
2
）

・
本
文
中
に
、
被
災
し
た
犬

が
訓

練
を
受

け
て
災

害
救

助
犬

に
な
っ
た
こ
と
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
7
8
）

「
別

紙
２

－
５

」
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

・
ミ
ス
タ
ー
・
ト
ル
ネ
ー
ド
　
藤
田
哲

也 ・
「
あ
り
が
と
う
」
が
つ
な
が
る

・
本
文

・
本
文
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学
年

扱
い
の

有
無

教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述
の
概
要
（
掲
載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
有

・
う
み

ね
こ
と
た
ん
ぽ

ぽ

・
こ
ま
っ
た
と
き
は

、
お
た
が

い
さ
ま

・
本
文

・
本
文

「
二
０
一
一
年
三
月
十
一
日
午

後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
じ
し
ん
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
の
太

平
洋
が
わ
を
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
つ
な
み
が
お
そ
っ
た
。
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
4
8
）

・
「
二
０
一
一
年
三
月
十
一
日

、
午
後
二
時
四
十
六
分
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
.0
と
い
う
大
地
震
が
東

日
本

を
お
そ
っ
た
。
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
7
0
）

第
4
学

年
有

・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

・
石

油
列

車
、
東

北
へ

向
か

っ
て

走
れ

！

・
本
文
、
写
真

・
本
文

・
「
2
0
1
5
年
４
月
2
5
日
午
前
1
1
時
5
6
分
（
現
地
時
間
）
、
ネ
パ
ー
ル
（
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国
）

で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
８
の
大
地
震
が
起
き
た
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
（
P
7
6
）

・
ネ
パ
ー
ル
で
救
助
に
当
た
る
日
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
7
6
）

・
「
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
（
P
1
4
4
-
P
1
4
5
）

第
5
学

年
有

・
明

日
へ

向
か

っ
て

・
本
文
、
写
真

・
「
二
０
一
一
年
三
月
十
一
日

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
.0
の
地
震
と
、
そ
れ
に
続
く
津
波
な
ど
で
、
東
日
本

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
（
P
1
3
8
）

・
必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
う
つ
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
1
3
9
-
P
1
4
1
）

第
6
学

年
有

「
別

紙
２

－
５

」
【

防
災

や
自

然
災

害
の

扱
い

　
発

行
者

　
光

文
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

・
命

の
お
に
ぎ
り

・
負

け
な
い
で

・
よ
み
が
え
れ
熊
本
城

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
「
二
０
一
四
年
二
月
十
五
日
の
朝
、
福
島
市
は
記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

（
P
1
1
4
）

・
「
二
０
一
一
年
四
月
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
か
月
後
の
あ
る
日
・
・
・
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

（
P
1
4
0
）

・
が
れ
き
の
前
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
ふ
く
佐
々
木
瑠
璃
さ
ん
の
写
真
あ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
1
4
0
）

・
本
文
中
に
「
二
０
一
六
年
四
月
十
六
日
未
明
。
大
き
な
ゆ
れ
が
熊
本
・
大
分
の
人
々
を
お
そ
い
ま
し

た
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
（
P
1
7
4
）

・
被
災
後
の
熊
本
城
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
1
7
4
-
P
1
7
5
)
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学
年

扱
い
の
有

無
教

材
名

扱
い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写
真

）
記
述
の
概
要
（
掲
載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学
年

無

第
2
学
年

有

・
た
か
ら
も
の
な
あ
に

・
こ
ろ
き
ち
の
バ
イ
オ
リ
ン

・
本
文

・
本
文

・
東

日
本

大
地

震
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
(P
9
0
-
P
9
3
)

・
本

文
中

に
地

震
に
よ
る
津

波
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
(P
1
3
0
-
P
1
3
3
)

第
3
学
年

有

・
心
を
つ
な
い
だ
合
言
葉

・
か
ね
つ
き
ど
う

・
思
い
を
こ
め
て

・
本

文
、
写

真
・
本
文

・
本

文
、
写

真

・
阪

神
淡

路
大

震
災

に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P
9
4
-
P
9
6
)

・
大

雨
に
よ
る
災

害
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
(P
1
2
2
-
P
1
2
5
)

・
熊

本
地

震
と
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
(P
1
3
4
-
P
1
3
7
)

第
4
学
年

有

・
神
戸
の
ふ
っ
こ
う
は
、
ぼ
く
ら
の
手

で
・
本

文
・
阪

神
淡

路
大

震
災

に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
(P
1
1
8
-
P
1
2
0
)

第
5
学
年

有

第
6
学
年

有

「
別
紙
２
－
５
」
【
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
　
発
行
者
　
学
研
　
】
　
（
小
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
）

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を
考
え
よ

う ・
こ
だ
わ
り
の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー

・
本
文

・
本
文

・
大
地
震
へ
の
備
え
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
（
P

8
3
）

・
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P

1
5
4
）

・
復
興
へ
の
願
い
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

・
こ
の
思
い
を
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
に
た
く

し
て

・
心
の
中
の
り
ゅ
う

・
二
十
分
間
の
出
来
事

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
中

越
地

震
、
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P

5
6
-
P
5
9
ペ
ー
ジ
）

・
中
越
地
震
の
被
災
の
様
子
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P

5
8
）

・
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P

7
6
-
P

7
9
）

・
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P

1
1
6
-
P

1
1
9
）

・
東

日
本

大
震

災
に
関

す
る
記

述
が

あ
る
。
（
P

1
3
8
-
P

1
4
0
）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
ど
う
ぶ

つ
の

か
ぞ
く

・
本
文

・
か
ぞ
く
の

た
め
に
じ
ぶ
ん
に
で
き
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
P
9
8
）

第
2
学

年
有

・
だ
っ
て
お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
も
ん

・
本
文

・
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
に
、
か
ぞ
く
の
や
く
に
立
て
た
と
お
も
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
（
P
9
1
）

第
3
学

年
有

・
耳

の
聞

こ
え
な
い
お
母
さ
ん
へ

・
本
文

・
家
ぞ
く
の

た
め
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
。
（
P
1
1
4
）

第
4
学

年
有

・
お
母

さ
ん
の

せ
い
き
ゅ
う
書

・
本
文

・
家
族
の

た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
（
P
8
4
）

第
5
学

年
有

・
卵

焼
き

・
本
文

・
家
族
の

一
員
と
し
て
、
家
族
の
幸
せ
を
考
え
て
行
動
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
（
P
9
8
）

第
6
学

年
有

・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん
で

・
本
文

・
家
族
と
の
き
ず
な
を
深
め
る
た
め
に
、
大
切
な
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
(P
1
1
4
)

「
別

紙
２

－
６

」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

東
書

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

−387−



学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
る
す
ば

ん
・
本
文

・
か
ぞ
く
の

た
め
に
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
す
か
（
P
1
4
5
）

第
2
学

年
有

・
お
む
か

え
・
本
文

・
か
ぞ
く
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
か
ん
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
か
ぞ

く
に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
（
P
1
1
0
）

第
3
学

年
有

・
わ

た
し
の

妹
、
加

奈
・
本

文
・
家

族
の

よ
さ
を
感

じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

。
家

族
の

よ
さ
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
（
P
8
5
）

第
4
学

年
有

・
オ
ム
ラ
イ
ス

・
本
文

・
自
分
に
と
っ
て
家
族
と
は
ど
の
よ
う
な
そ
ん
ざ
い
で
す
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
。
（
P
9
9
）

第
5
学

年
有

・
わ

た
し
に
で
き
る
こ
と
を

・
本

文
・
自

分
が

家
族

の
た
め
に
し
た
い
こ
と
は

、
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か

。
ま
た
、
そ

れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
。
（
P
5
5
）

第
6
学

年
有

・
両

親
か

ら
の

手
紙

・
本
文

・
自
分
の

家
族
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
か
。
（
P
1
3
5
）

「
別

紙
２

－
６

」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

教
出

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

−388−



学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
か

ぞ
く
と
お
は

な
し

・
本
文

・
か
ぞ
く
と
ど
ん
な
お
は
な
し
を
し
た
い
か
な
。
（
P
3
6
）

第
2
学

年
有

・
も
う
す
ぐ
お
正

月
・
本
文

・
か
ぞ
く
の

一
人
と
し
て
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
ご
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
し
ょ

う
。
（
P
1
1
5
）

第
3
学

年
有

・
漢

字
に
思

い
を
こ
め
て

・
本
文

・
あ
な
た
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
か
。
（
P
1
5
6
）

第
4
学

年
有

・
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の

せ
い
き
ゅ
う
書

・
本

文
・
家

族
の

一
員

と
し
て
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
は

、
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
P
1
7
1
）

第
5
学

年
有

・
祖
母
の
り
ん
ご

本
文

・
「
祖
母
の
り
ん
ご
」
か
ら
見
え
て
く
る
家
族
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。

（
P
1
0
9
）

第
6
学

年
有

・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん
で

・
本
文

・
あ
な
た
は
、
家
族
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
か
。
（
P
1
8
3
）

「
別

紙
２

－
６

」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

光
村

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

−389−



学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
ル
ン
ル
ン
ル
ン

・
本
文

・
い
え
で
,ど

ん
な
お
て
つ
だ
い
を
し
て
い
る
か
な
。
お
て
つ
だ
い
を
し
て
、
ど
ん
な

こ
と
を
お
も
う
か

な
。
（
P
7
9
）

第
2
学

年
有

・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
　
お
元

気
で
す
か

・
本
文

・
あ
な
た
は
、
か
ぞ
く
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
や
く
だ
っ
て
い
き
た
い
か
な

（
P
1
0
1
）

第
3
学

年
有

・
お
母

さ
ん
の

せ
い
き
ゅ
う
書

・
本
文

・
家
族
が

自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
、
考

え
て
み

よ
う
。
（
P
1
0
5
）

第
4
学

年
有

・
家

族
の

一
員

と
し
て

・
本
文

・
あ
な
た
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
な
。

（
P
6
7
）

第
5
学

年
有

・
家
族
の
た
め
に

・
本
文

・
家
族
の
幸
せ
を
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
役
立
っ
て
い
き
た
い
か

な
。
（
P
1
0
7
）

第
6
学

年
有

・
初

め
て
の

ア
ン
カ
ー

・
本
文

・
自
分
と
家
族
の
あ
り
方
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
P
6
1
）

「
別

紙
２

－
６

」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

日
文

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
い
っ
し
ょ
に
す
る
よ

・
本
文

・
か
ぞ
く
の
た
め
に
あ
な
た
が
で
き
る
し
ご
と
を
、
や
っ
て
み
よ
う
。
（
P
2
4
）

第
2
学

年
有

・
げ
ん
か

ん
そ
う
じ

・
本
文

・
あ
な
た
が
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
を
か
ぞ
く
に
つ
た
え
て
、
や
っ
て
み
よ
う
。

（
P
2
9
）

第
3
学

年
有

・
清

作
の

お
て
つ
だ
い

―
野

口
英

世
―

・
本

文
・
家

族
の

た
め
に
「
自

分
に
で
き
る
こ
と
」
に
は

、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が

あ
る
か

な
。
ま
た
、
な
ぜ

そ
う
考

え
た
の

か
な
。
（
P
4
8
-
P
5
1
）

第
4
学

年
有

・
お
母

さ
ん
の

せ
い
き
ゅ
う
書

・
本
文

・
こ
れ
か

ら
、
あ
な
た
が
家
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
（
P
3
1
）

第
5
学

年
有

・
し
げ
ち
ゃ
ん

・
本

文
・
あ
な
た
は

、
家

族
の

よ
さ
や

あ
り
が

た
さ
を
、
ど
ん
な
と
き
に
感

じ
る
か

な
。

（
P
1
2
5
）

第
6
学

年
有

・
き
い
ち
ゃ
ん

・
本
文

・
あ
な
た
に
と
っ
て
家
族
と
は
何
か
、
考
え
て
ま
と
め
よ
う
。
（
P
4
3
）

「
別

紙
２

－
６
」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

光
文

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
サ

バ
ン
ナ
の

　
子

ど
も

・
本
文

・
ラ
ジ
ャ
ブ
の
は
な
し
を
き
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
か
ん
が
え
た
か
な
。
(P
1
1
1
)

第
2
学

年
有

・
お
ふ

ろ
プ
ー
ル

・
本
文

・
家
族
の

た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
か
。
（
P
5
3
）

・
家
族
た
め
に
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
(P
5
3
)

第
3
学

年
有

・
一

ま
い
の

銀
貨

・
本
文

・
家
族
の

よ
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
(P
9
3
)

第
4
学

年
有

・
お
母

さ
ん
の

せ
い
求

書
・
本
文

・
た
か
し
は
、
ど
ん
な
考
え
で
お
母
さ
ん
へ
せ
い
求
書
を
書
い
た
の
だ
ろ
う

（
P
1
5
）

・
お
母
さ
ん
の
せ
い
求
書
と
五
百
円
玉
を
見
て
、
た
か
し
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

た
だ
ろ
う
（
P
1
5
）

第
5
学

年
有

・
ぼ

く
が

い
る
よ

・
本

文
・
家

族
の

大
切

さ
を
強

く
感

じ
る
こ
と
は

あ
る
だ
ろ
う
か

。
そ
れ

は
ど
ん
な
と
き
だ

ろ
う
。
（
P
3
4
）

第
6
学

年
有

・
は

じ
め
て
の

ア
ン
カ
ー

・
本
文

・
家
族
に
対
す
る
思
い
が
強
く
な
る
の
は
、
ど
ん
な
と
き
だ
ろ
う
。
（
P
9
1
）

「
別

紙
２

－
６
」
【
性
差
と
家
族
に
関
す
る
表

現
　

発
行

者
　

学
研

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
無

第
4
学

年
有

・
花

丸
手

帳
と
と
も
に

－
池

江
璃

花
子

選
手

の
ち
ょ
う
せ
ん

・
本

文
、
写

真
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る

記
載

が
あ
る
。
（
P
1
6
8
）

第
5
学

年
有

・
ペ
ル

ー
は

泣
い
て
い
る

・
本

文
・
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

(P
1
5
8
-
P
1
6
1
）

第
6
学

年
有

・
「
あ
き
ら
め
な
い
」
を
手

助
け
し
た
い

－
義

肢
装

具
士

　
臼

井
二
美
男

・
本

文
、
写

真
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
6
8
）

「
別

紙
２

－
７

」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

東
書

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
無

第
4
学

年
有

・
本

文
、
写

真
・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
８
）

第
5
学

年
有

・
新

幹
線

開
発

物
語

・
本
文

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
て
開
業
し
た
新
幹
線
に
つ
い
て

の
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
2
6
）

第
6
学

年
有

・
人

生
を
変

え
る
の

は
自
分

―
秦

　
由

加
子

―
・
本

、
写

真
・
東

京
２
０
２
０
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
3
）

「
別

紙
２

－
７

」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

教
出

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

・
こ
こ
ま
で
も
ど
っ
て
こ
れ
た
、
今
が
と
っ

て
も
幸

せ
―

池
江

璃
花

子
―
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
有

・
「
わ

た
し
ら
し
さ
」
を
の

ば
す
た
め
に

・
本

文
、
写

真
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

記
事

が
あ
る
。
（
P
1
3
9
）

第
4
学

年
有

・
年

賀
状

に
書

い
た
ゆ
め

―
奥

原
希

望
・
本

文
、
写

真
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
2
8
）

第
5
学

年
無

第
6
学

年
有

・大
き
な
目
標
を
も
っ
て

－
西

山
麗

・
本

文
、
写

真
・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
5
）

「
別

紙
２

－
７

」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

光
村

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
ス
ポ
ー
ツ
を
　
と
お
し
て

・
本

文
、
写

真
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
東

京
２
０
２
０
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
4
6
）

第
2
学

年
無

第
3
学

年
無

第
4
学

年
無

第
5
学

年
有

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
恩

返
し
を

・
本

文
、
写

真
・
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
8
-
P
3
1
ペ
ー
ジ
）

第
6
学

年
有

・
二

十
五

人
で
つ
な
い
だ
金
メ
ダ
ル

・
ア
ス
リ
ー
ト
の

言
葉

・
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
国
旗
に
込
め
ら
れ

た
思

い

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及

び
リ
レ
ハ

ン
メ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
3
2
）

・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
6
2
）

・
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
7
8
）

「
別

紙
２

－
７

」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

日
文

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

−396−



学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
ス
ポ
ー
ツ
と
　
お
じ
ぎ

・
本

文
、
写

真
・
「
お
じ
い
さ
ん
と
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
み

た
よ
。
」

と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
3
8
）

第
2
学

年
有

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
　
は

た ぼ
く
の
　
ゆ
め

―
大

前
光

市
さ
ん
と
　
い
っ
し
ょ
に
―

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
「
お
と
う
さ
ん
、
わ
た
し
ブ
レ
イ
キ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
ん
だ
。
」

と
い
う
セ
リ
フ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
旗
の
写
真
な
ど
の
記

載
が

あ
る
。
（
P
5
6
-
P
5
9
）

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

記
載

が
あ
る
（
P
7
0
）

第
3
学

年
有

・
世

界
一

う
つ
く
し
い
体

操
を
め
ざ
し
て
―

内
村

航
平

―
・
本
文
、
写
真

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

記
載

が
あ
る
。
（
P
6
6
）

第
4
学

年
無

第
5
学

年
有

・
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
前

へ
、
前
へ

―
池

江
璃

花
子

―
・
本

文
、
写

真
・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
0
）

第
6
学

年
無

「
別

紙
２

－
７

」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

光
文

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

−397−



学
年

扱
い
の
有
無

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述
の
概
要
（
掲
載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学
年

無

第
2
学
年

有

・
「
美

宇
は

、
み

う
。
」

・
本

文
、
写

真
・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
4
6
）

第
3
学
年

有

・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記
載

が
あ
る
。
(P
2
6
)

・
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
8
-
P
3
1
）

・
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
1
8
）

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
長
野
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
及

び
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

(P
1
3
9
)

第
4
学
年

無

第
5
学
年

有

・
世

界
に
羽

ば
た
く
「
航

平
ノ
ー
ト
」

・
本

文
、
写

真
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及

び
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
8
-
P
3
1
）

第
6
学
年

有

・
こ
だ
わ
り
の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー

・
本
文
、
写
真

・
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及

び
平

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
1
5
2
）

「
別

紙
２

－
７

」
【

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
扱

い
　

発
行

者
　

学
研

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）

・
ゆ
め
を
か

な
え
る
た
め
に

・
あ
き
ら
め
た
ら
ア
カ
ン

・
す
き
な
こ
と
だ
か
ら
　
高

橋
尚
子
物
語

・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ね
が
い
を
こ
め
て

・
コ
ラ
ム
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
有

・
と
も
だ
ち
い
ろ
い
ろ

・
コ
ラ
ム

・
い
ろ
い
ろ
な
と
も
だ
ち
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
4
6
）

第
3
学

年
有

・
耳

の
聞

こ
え
な
い
お
母
さ
ん
へ

・
本
文

・
耳

の
聞
こ
え
な
い
お
母
さ
ん
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
（
P
1
1
3
）

第
4
学

年
有

・
な
に
か

お
手

つ
だ
い
で
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か

？

・
点

字
メ
ニ
ュ
ー
に
ち
ょ
う
せ

ん

・
本
文

・
本
文

・
目

の
ふ
じ
ゆ
う
な
、
中
学
生
く
ら
い
の
女
の
人
に
関
す
る
記
載
が
あ

る
。
（
P
1
0
）

・
点

字
器

と
点

筆
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
1
8
）

第
5
学

年
有

・
わ

た
し
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
・
本

文
・
特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
6
6
-
P
1
6
9
）

第
6
学

年
有

・
心

を
つ
な
ぐ
音

色
ー
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸
行

・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん
で

・
本
文

・
本
文

・
目

が
�
�
�
な
が
ら
�
�
を
�
�
に
�
�
す
る
�
井
伸
行
さ
ん
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
8
0
）

・
耳

が
聞

こ
え
な
い
両

親
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
1
0
）

「
別

紙
２

－
８

」
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱

い
　

発
行

者
　

東
書

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の
有

無
教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
有

・
が

っ
こ
う
だ
い
す
き

・
絵

・
車

椅
子
に
乗
っ
た
児
童
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(P
７
)

第
2
学

年
無

第
3
学

年
有

・
手

伝
う
心

・
本

文
・
車

椅
子

で
生

活
を
す
る
子

供
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
2
0
）

第
4
学

年
有

・
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会

に
・
本
文
、
写
真

・
ス
ロ
ー
プ
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
手
話
通
訳
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
P
9
1
）

第
5
学

年
有

・
位

置
に
つ
い
て
！

・
わ

た
し
と
あ
な
た
の

「
ふ

つ
う
」
は

ち
が

う

・
本
文

・
本
文

・
生

ま
れ

つ
き
右

足
が

不
自

由
な
大

輔
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
4
）

・
白

杖
を
も
っ
た
人
物
が
路
上
に
停
め
て
あ
る
自
転
車
に
ぶ
つ
か
る
様

子
が

描
か

れ
た
挿

絵
が

あ
る
。
（
P
7
2
）

・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
意
味
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
7
3
）

第
6
学

年
有

・
人

生
を
変

え
る
の

は
自
分

―
秦

　
由

加
子

―
・
本
文
、
写
真

・
写

真
と
本
文
中
に
「
骨
肉
腫
」
に
よ
り
右
足
を
切
断
し
た
秦
由
加
子
さ
ん

に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
2
0
）

「
別

紙
２

－
８

」
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱

い
　

発
行

者
　

教
出

　
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の

有
無

教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
有

・
親
切
が
い
っ
ぱ
い

・
く
ら
し
の

中
の

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン

・
イ
ラ
ス
ト

・
資
料

・
イ
ラ
ス
ト
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
白
杖
を
使
用
し
て
い
る
人
、
車
い
す
を
使

用
し
て
い
る
人

の
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
3
3
）

・
身

の
回

り
に
あ
る
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
の

記
載

が
あ

る
。
（
P
1
3
4
）

第
4
学

年
有

・
見

え
な
い
し
ょ
う
が

い
に
気
づ
く
こ

と ・
思

い
や

り
の

か
た
ち

・
コ
ラ
ム

・
本
文

・
見

た
目

に
は

分
か

り
に
く
い
し
ょ
う
が

い
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
1
4
0
）

・
目

の
不
自
由
な
人
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
（
P
1
3
6
）

第
5
学

年
有

・
最

後
の

コ
ン
サ

ー
ト

―
チ
ェ
ロ
奏

者
・
徳

永
兼

一
郎

・
本
文

・
下

半
身
の
自
由
を
失
っ
た
徳
永
兼
一
郎
さ
ん
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

（
P
1
7
3
）

第
6
学

年
有

・
命

の
か

が
や

き

・
ぼ

く
の

名
前

呼
ん
で

・
本
文
、
写
真

・
本
文

・
ダ
ウ
ン
症

候
群

と
診

断
さ
れ

た
静

香
さ
ん
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
1
4
2
）

・
耳

が
聞

こ
え
な
い
両

親
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
7
9
）

「
別

紙
２

－
８

」
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る

扱
い

　
発

行
者

　
光

村
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の

有
無

教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
有

・
や

さ
し
さ
の

バ
ト
ン

・
本
文

・
進

行
性
の
目
の
病
気
で
、
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
山
﨑
浩
敬
さ
ん
に

関
す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
6
）

第
4
学

年
有

・え
え
こ
と
を
す
る
の
は
、
え
え
も

ん
や

！
・
マ
ル

ガ
レ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
フ

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
電

動
車
い
す
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
男
性
に
関
す
る
記
載
が
あ

る
。
（
P
5
4
）

・
両

足
と
右

手
が

不
自

由
な
マ
ル

ガ
レ
ー
テ
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
6
8
）

第
5
学

年
有

・
こ
と
ば

の
カ
タ
チ

・
ヘ
レ
ン
と
共

に
－

ア
ニ
ー
・
サ

リ
バ

ン
－

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
耳

が
聞

こ
え
に
く
い
姉

に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
6
4
）

・
目

も
見
え
ず
、
耳
も
聞
こ
え
な
い
ヘ
レ
ン
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

（
P
9
2
）

第
6
学

年
有

・
心

づ
か

い
と
思

い
や

り

・
生

き
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い

・
本
文
、
写
真

・
本
文

・
車

い
す
の
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
ど
う
行
動
す
る
か
を
問
う
記
載

が
あ
る
。
(P
3
0
）

・
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
難

病
に
か

か
っ
た
大

津
コ
ー
チ
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。

（
P
8
8
）

「
別

紙
２

－
８

」
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る

扱
い

　
発

行
者

　
日

文
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科
　

道
徳

）
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学
年

扱
い
の

有
無

教
材
名

扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

第
1
学

年
無

第
2
学

年
無

第
3
学

年
無

第
4
学

年
有

・
せ

き
が

空
い
て
い
る
の

に
・
本

文
・
挿

絵
・
白

い
つ
え
を
持

つ
人

に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
P
1
1
2
）

第
5
学

年
有

・
チ
ョ
ー
ク
工

場
の

本
田
さ
ん

・
本
文
・
写
真

・
言

葉
を
ス
ム
ー
ズ
に
話
す
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、
他
の
人
に
自
分
の
言

い
た
い
こ
と
を
伝
え
る
の
が
苦
手
な
本
田
さ
ん
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
。
（
P
3
3
）

第
6
学

年
有

・
技

術
で
「
障

が
い
」
を
な
く
し
た
い

―
遠

藤
謙

―
・
い
ろ
い
ろ
な
人

と
共

に
生
き
て
い

く
た
め
に

・
本
文
、
写
真

・
コ
ラ
ム

・
義

足
の
開
発
に
取
り
組
む
遠
藤
謙
一
さ
ん
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
。
（
P
9
4
）

・
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
公

園
に
つ
い
て
の

記
載

が
あ
る
。
（
Ｐ
9
9
）

「
別

紙
２

－
８
」
【
障
害
者
理
解
に
関
す
る

扱
い

　
発

行
者

　
光

文
　

】
　

（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

−403−



「
別
紙
２
－
８
」

【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱

い
「

別
紙
２
－
８
」

【
障
害
者
理
解
に
関
す
る
扱

い
　
発
行
者
　
学
研
　
】
　
（
小
学
校
　
特
別
の
教
科
　
道
徳

）
　

学
年

扱
い
の

有
無

教
材

名
扱
い
方
（
本
文
・
コ
ラ
ム
・
写
真
）

記
述
の
概
要
（
掲
載
ペ
ー
ジ
）

め
だ
か

の
　
め
ぐ

第
1
学
年

有

公
園

の
お
に
ご
っ
こ

第
2
学
年

有

第
3
学
年

有

第
4
学
年

有

第
5
学
年

有

第
6
学
年

有

・
本
文
、
挿
絵

・
け
が
を
し
て
う
ま
く
お
よ
げ
な
い
め
だ
か
の
め
ぐ
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
3
0
)

・
本

文
、
挿

絵
・
交

通
じ
こ
で
大

け
が

を
し
て
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
は
走
れ
な
い
ゆ
う
た
に
関
す

る
記
載
が
あ
る
。
(P
1
3
4
)

・
目

の
見

え
な
い
犬

・
鬼

太
郎

を
か

い
た
ゲ
ゲ
さ
ん

・
あ
き
ら
め
た
ら
ア
カ
ン

・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ね

が
い
を
こ
め
て

・
本
文

・
本
文

・
本
文
、
写
真

・
本
文
、
写
真

・
目
の
見
え
な
い
犬
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
1
9
)

・ば
く
だ
ん
に
や
ら
れ
て
、
左
う
で
を
う
し
な
っ
て
し
ま
っ
た
水
木
さ
ん
に
関
す
る
記
載

が
あ
る
。
(P
2
3
-
P
2
4
)

・
病

気
で
指
を
失
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
西
川
悟
平
さ
ん
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
2
8
)

・
交

通
じ
こ
で
両
足
に
け
が
を
し
て
右
足
を
切
だ
ん
、
左
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
大

日
方
邦
子
さ
ん
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
1
3
8
-
P
1
3
9
)

・
心

の
信

号
機

・
温

か
い
言

葉
・
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
物

語
・
み

ん
な
が

く
ら
し
や

す
い
社
会
に

・
本
文

・
本
文
、
挿
絵

・
本
文

・
コ
ラ
ム
、
写
真

・
目
が
不
自
由
な
人
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
4
4
)

・
足

に
ギ
プ
ス
を
は
め
た
男
の
子
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
6
8
)

・
視

力
と
張
力
を
失
っ
た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
1
0
8
-
P
1
0
9
)

・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(1
1
3
ペ
ー
ジ
)

・
U

D
っ
て
何

だ
ろ
う

・
町

で
見

か
け
る
思

い
や

り
の
マ
ー
ク

・
本
文
、
挿
絵

・
コ
ラ
ム

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
9
4
)

・
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
(P
9
7
)

・
温

か
い
行

為
が

生
ま
れ

る
と
き

・
カ
ラ
フ
ル

な
工

夫

・
本
文
、
挿
絵

・
本
文
、
写
真

・
音

が
聞
こ
え
な
い
Ａ
さ
ん
、
病
気
で
視
力
を
失
っ
た
Ｂ
さ
ん
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

(P
3
8
-
P
3
9
)

・
知

的
障
害
者
が
働
く
工
場
を
通
じ
て
、
知
的
障
害
者
理
解
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

(6
4
ペ
ー
ジ
)
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学
年

教
材

名
扱

い
方

（
本

文
・
コ
ラ
ム
・
写

真
）

記
述

の
概

要
（
掲

載
ペ
ー
ジ
）

東
書

記
載

な
し

教
出

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会

・
タ
ン
タ
ン
タ
ン
ゴ
は

パ
パ

ふ
た
り

・
〇

〇
の

く
せ

に

・
わ

た
し
と
あ
な
た
の

「
ふ

つ
う
」
は

ち
が

う

・
真

琴
と
勇

介

・
本

文
・
本

文
・
本

文

・
挿

絵
中

の
人

物
の

吹
き
出

し
・
本

文

・
本

文

・
「
女

子
は

弱
い
と
き
め
つ
け
て
い
た
こ
と
が

ま
ち
が

っ
て
い
た
。
」
と
い
っ
た
記

載
が

あ
る
。
（
３
年

P
7
2
）

・
オ
ス
の

ペ
ン
ギ
ン
が

愛
し
合

い
、
飼

育
員

の
配

慮
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
を
育

て
る
記

載
が

あ
る
。
（
３
年

P
1
2
４
）

・
「
男

の
く
せ

に
、
め
そ
め
そ
し
て
ん
じ
ゃ
な
い
」
「
女

の
く
せ

に
プ
レ
ー
が

ざ
つ
」
と
い
っ
た
や

り
取

り
の

後
に
、

S
D
G
ｓ
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実

現
し
よ
う
」
の

マ
ー
ク
を
見

て
、
考

え
る
記

載
が

あ
る
。
（
４
年

P
1
0
4
）

・
挿

絵
中

の
人

物
の

吹
き
出

し
の

台
詞

に
「
B
さ
ん
は

女
の

子
だ
か

ら
、
野

球
は

無
理

だ
よ
。
」
「
男

な
の

に
、

ピ
ン
ク
の

シ
ャ
ツ
な
ん
か

着
て
変

だ
ね

。
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
５
年

P
7
0
）

・
本

文
中

に
は

、
「
体

格
や

性
別

な
ど
で
人

を
決

め
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、
自

分
と
好

み
や

行
動

が
こ
と
な
る
人

に
、
自

分
の

考
え
を
お
し
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ

ん
か

。
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
５
年

P
7
0
）

・
「
女

子
は

こ
う
い
う
言

葉
づ
か

い
は

だ
め
だ
な
ん
て
、
だ
れ

が
決

め
た
の

？
」
と
い
う
記

載
が

あ
る
。
（
６
年

P
5
0
）

光
村

・
決

め
つ
け
て
な
い
か

な

・
コ
ス
モ
ス
の

花

・
本

文

・
本

文

・
「
男

の
子

な
ん
だ
か

ら
、
虫

を
追

い
出

し
て
よ
。
」
と
い
う
や

り
取

り
に
違

和
感

を
感

じ
る
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
４
年

Ｐ
9
4
ペ
ー
ジ
）

・
花

を
生

け
る
こ
と
が

得
意

な
男

子
が

「
女

子
の

や
る
こ
と
」
と
、
か
ら
か

わ
れ

て
い
る
と
き
、
そ
れ

を
止

め
よ
う

と
す
る
記

載
が

あ
る
。
（
６
年

Ｐ
1
0
6
ペ
ー
ジ
）

日
文

記
載

な
し

光
文

・
ピ
ン
ク
の

バ
ッ
グ

・
い
ろ
い
ろ
な
人

と
共

に
生

き
る
た
め

に

・
本

文

・
本

文

・
女

の
子

に
は

ピ
ン
ク
色

が
よ
い
と
い
う
思

い
こ
み

な
ど
、
い
つ
の

間
に
か

「
〇

〇
だ
か

ら
」
と
思

い
こ
ん
で
い

る
こ
と
が

な
い
か

に
つ
い
て
記

載
し
て
い
る
。
（
６
年

Ｐ
5
4
）

・
L
G
B
T
に
つ
い
て
の

活
動

や
、
男

女
ど
ち
ら
で
も
選

択
で
き
る
中

学
校

の
制

服
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
て
い

る
。
（
６
年

Ｐ
9
9
）

学
研

・
「
ふ

つ
う
」
っ
て
何

だ
ろ
う

・
未

来
へ

の
裁

判

・
本

文

・
本

文

・
「
男

子
は

み
ん
な
サ

ッ
カ
ー
し
よ
う
」
「
本

当
は

サ
ッ
カ
ー
よ
り
お
し
ゃ
べ

り
が

い
い
の

に
」
「
か

わ
い
い
も
の

大
好

き
、
女

の
子

と
遊

び
た
い
」
と
い
っ
た
男

女
の

違
い
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
５
年

Ｐ
1
0
3
）

・
「
女

性
は

家
に
い
る
も
の

」
「
独

身
の

男
性

へ
の

差
別

」
「
女

性
へ

の
差

別
」
「
女

性
は

こ
う
あ
る
べ

き
」
「
同

じ
性

別
同

士
の

人
で
も
結

婚
」
な
ど
、
固

定
的

な
性

別
役

割
分

担
意

識
に
関

す
る
記

載
が

あ
る
。
（
６
年

Ｐ
5
8
）

「
別

紙
２

－
９

」
【

固
定

的
な

性
別

役
割

分
担

意
識

に
関

す
る

記
述

等
】

　
（

小
学

校
　

特
別

の
教

科
　

道
徳

）
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「
別

紙
３
」
　
【
（
２
）
構

成
上

の
工

夫
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

項
目

ウ
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た
工

夫
ア

冊
数

の
工

夫
イ

教
材

配
列

の
工

夫
エ

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点

オ
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の

扱
い

カ
そ
の

他
の

工
夫

発
行
者

テ
ー
マ
、
他

教
科

・
領

域
と
の
関

連
を
ま
と

め
て
提

示
し
て
い
る
。

東
書

・
各

学
年

１
冊

テ
ー
マ
」
「
問

題
や
課

題
を
解

決
す
る
力

を
養

う
教

材
」
「
体

験
し
な
が
ら
考

え
る
教

材
」
を

設
定

し
、
教

材
を
ま
と
め
て
配

列
し
て
い
る
。

教
出

・
各

学
年

1
冊

・
主

な
教

材
と
し
て
第

１
学

年
は

3
4
、
第

２
学

年
以

上
は

3
5

の
教

材
を
掲

載
し
、
配

列
し
て

い
る
。

・
い
じ
め
に
つ
い
て
考

え
る
教

材
は
ま
と
め
て
配

列
し
て
い
る
。

・
全
学
年
、
表
紙
の
裏
に
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
頭
、
巻
末
に
、
内
容
項
目
ご
と
に
ま
と
め
て

教
材
名
を
提
示
し
て
い
る
。

・
１
時
間
の
道
徳
授
業
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う

に
提

示
し
て
い
る
。

・
各
教
材
の
末
尾
に
、
「
考
え
よ
う
」
を
設
け
、
発

問
例
を
示
し
て
い
る
。

・
教
材
に
よ
っ
て
関
連
教
材
を
「
つ
な
が
る
広
が

る
」
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。

・
巻

末
に
学

習
の
記

録
と
し
て
、
心

に
残

っ
た
教

材
名
や
振

り
返
り
が
書

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
各

学
年

、
一

定
の
学

年
ま
で
の
漢

字
に

ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
読

み
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
を
使

用
し
て
い
る
。

・色
使
い
、
絵
柄
を
見
や
す
く工

夫
し
て
い
る
。

・
多

く
の
教

材
に
二

次
元

の
コ
ー
ド
が
あ
り
、

教
材

に
関

す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利

用
で
き
る
。

・
「
安

心
・
安

全
」
「
い
じ
め
に
つ
い
て
」
「
情

報
モ
ラ
ル
」
「
命

に
つ
い
て
」
「
自

分
に
つ
い

て
」
の

5
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
設

け
て
い
る
。

・
「
教

材
一

覧
表

」
と
し
て
、
道

徳
科

の
４
つ

の
視

点
、
教

材
、
内

容
項

目
、
関

係
す
る

・
主

な
教

材
と
し
て
、
第

１
学

年
は

3
4
、
第

2
学

年
以

上
は

3
5
の

教
材
を
掲
載
し
、配

列
し
て
い
る
。

・
学

年
ご
と
に
「
特

に
大

切
な

・
巻
頭
に
「
道
徳
で
は
こ
ん
な
学
び
方
を
す
る

よ
」
と
し
て
、
学

習
の
仕

方
や
活

動
の
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
て
い
る
。

・
巻
頭
、
巻
末
に
、
内
容
項
目
ご
と
に
ま
と
め
て

教
材
名
を
提
示
し
て
い
る
。

・
１
時
間
の
道
徳
授
業
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う

に
提

示
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
は
じ
め
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ふ
き
出

し
で
「
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
の
か
」

を
示
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
末

尾
に
、
「
考

え
よ
う
」
「
深

め
よ
う
」

「
つ
な
げ
よ
う
」
「
今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
み

よ
う
」
を
設
け
、
発
問
例
を
示
し
て
い
る
。

・
巻

末
に
「
学

習
を
ふ
り
返

ろ
う
」
「
一

年
間

の
学

習
を
ふ
り
返

ろ
う
」
と
し
て
、
道

徳
科

の
学

習
の

振
り
返

り
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
各

学
年

、
一

定
の
学

年
ま
で
の
漢

字
に

ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
色

彩
や
文

字
の
フ
ォ
ン
ト
を
見

や
す
く
工

夫
し
て
い
る
。

・
各

教
材

に
二

次
元

コ
ー
ド
が
あ
り
、
教

材
に
関

連
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利

用
で
き
る
。

・第
３
学
年
以
上
は
「タ

ブ
レ
ッ
ト
を
学
習
に

生
か
そ
う
」と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
様
々

な
活
用
の
仕
方
を
紹
介
し
て
い
る
。

・「
学
習
内
容
一
覧
」と

し
て
、
道
徳
科
の
４

つ
の
視

点
、
教

材
、
内

容
項

目
、
他

の
教

科
・
領

域
と
の
関

連
、
S
D
G
ｓ
と
の
関

連
を

ま
と
め
て
提
示
し
て
い
る
。

・各
学
年
の
巻
末
に
「資

料
」と

し
て
、
第
1・

２
学

年
は
礼

儀
や
マ
ナ
ー
に
関

す
る
こ
と
、

第
３
学
年
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン

の
取
り
方
、

第
４
学
年
は
気
持
ち
の
落
ち
着
け
方
、
第
５

学
年
は
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て
、
第
６
学
年
は
世

界
人
権
宣
言
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。
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「
別

紙
３
」
　
【
（
２
）
構

成
上

の
工

夫
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

カ
そ
の

他
の

工
夫

ア
冊

数
の

工
夫

イ
教

材
配

列
の

工
夫

エ
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点

オ
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の

扱
い

ウ
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た
工

夫

・
全
学
年
、
表
紙
の
裏
に
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
頭
、
巻
末
に
、
内
容
項
目
ご
と
に
ま
と
め
て

教
材
名
を
提
示
し
て
い
る
。

・
気
持
ち
よ
く
話
し
合
う
た
め
の
こ
つ
を
掲
載
し
て

い
る
。

・
「
道

徳
の
学

び
方

」
と
い
う
教

材
で
自

己
を
見

つ
め
る
視

点
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。

・
「
道

徳
で
使

う
言

葉
」
と
い
う
教

材
で
は
、
登

場
人
物
を
表
す
言
葉
や
話
型
が
示
さ
れ
て
い

る
。

・
各
教
材
の
末
尾
に
、
「
考
え
よ
う
・
話
し
合
お

う
」
「
つ
な
げ
よ
う
」
を
設
け
、
発
問
例
を
示
し
て

い
る
。

・
「
演
じ
て
考
え
よ
う
」
と
い
う
教
材
で
は
、
役
割

演
技
の
際
の
手
立
て
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
思
考
ツ
ー
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
（
マ
ッ
ピ
ン

グ
、
ク
ラ
ゲ
チ
ャ
ー
ト
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
等
）

・
主

な
教

材
と
し
て
、
3
8
の
教

材
を
掲
載
し
、
配
列
し
て
い
る
。

・
人

と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考

え
る
教

材
を
ま
と
め
て
提

示
し
て
い

る
。

・
１
時

間
の
道

徳
授

業
の
流

れ
が
分

か
る

よ
う
に
提

示
し
て
い
る
。

・
「
ぐ
っ
と
ふ
か
め
る
」
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
自
分

の
考

え
や
友

達
の
考

え
を
比

べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
物

語
文

の
次

の
ペ
ー
ジ
に
そ
の
役

割
演

技
や
話

し
合

う
と
い
う
内

容
に
つ
い
て
書

か
れ
た
教

材
も
あ
り
、
自

分
ご
と
と
し
て
捉

え
ら

れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

・
「
考

え
て
み
よ
う
」
、
「
見

つ
め
よ
う
」
、
「
生

か
そ
う
」
の
発

問
例

が
各

教
材

の
末

尾
に

記
載

さ
れ
て
い
る
。

項
目

発
行
者 光
村

・
各

学
年

１
冊

・
主

な
教

材
と
し
て
、
「
ど
う
と
く

が
は
じ
ま
る
よ
」
を
含

め
、
3
5
の

教
材

を
掲

載
し
、
配

列
し
て
い

る
。

・
同

じ
内

容
項

目
が
発

達
段

階
に
合

わ
せ
て
連

続
し
て
い
る

た
め
、
ユ
ニ
ッ
ト
単

元
と
し
て
指

導
計

画
の
工

夫
が
で
き
る
。

・
各

学
年

、
一

定
の
学

年
ま
で
の
漢

字
に

ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
挿

絵
、
図

や
写

真
な
ど
が
必

ず
記

載
さ

れ
て
お
り
、
視

覚
情

報
が
充

実
し
て
い
る
。

・
各

教
材

に
二

次
元

コ
ー
ド
が
あ
り
、
教

材
に
関

連
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利

用
で
き
る
。

・
発

達
段

階
に
合

わ
せ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

的
な
巻

末
ペ
ー
ジ
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。

（
内

容
項

目
や
教

材
ご
と
に
シ
ー
ル
や
記

録
を
記

入
で
き
る
）

・
「
こ
の
教

科
書

が
目

指
し
た
〇

年
生

の
姿

」
と
し
て
、
道

徳
科

の
４
つ
の
視

点
、
教

材
、
内

容
項

目
、
現

代
的

な
課

題
等

と
の

関
わ
り
、
他

の
教

科
・
領

域
と
の
関

連
を
ま

と
め
て
提

示
し
て
い
る
。

日
文

・
各

学
年

１
冊

・
別
冊
と
し
て

「
道

徳
ノ
ー
ト
」
を

付
属

・
各
学
年
、
一
定
の
学
年
ま
で
の
漢
字
に
ふ
り

が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
見

や
す
い
色

づ
か
い
や
読

み
や
す
い
フ
ォ
ン
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

・
道

徳
ノ
ー
ト
に
教

材
ご
と
に
二

次
元

コ
ー

ド
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
教

材
に
関

連
し
た

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利

用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
と
び
ら
の
ペ
ー
ジ
や
学

び
方
の
ペ
ー
ジ
が
あ

り
、
児

童
に
学

び
方

を
示

し
て
い
る
。

・
巻

末
に
S
D
G
sに

つ
い
て
掲

載
さ
れ
て
い

る
。

・
「
学

習
内

容
一

覧
」
と
し
て
、
道

徳
科

の
４
つ
の
視

点
、
教

材
、
内

容
項

目
、
テ
ー

マ
、
他

の
教

科
等

と
の
関

連
を
ま
と
め
て
提

示
し
て
い
る
。

・
発

問
が
な
く
、
授

業
展

開
に
合

わ
せ
て
児

童
一

人
ひ
と
り
が
思

考
を
深

め
ら
れ
る
道

徳
ノ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
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「
別

紙
３
」
　
【
（
２
）
構

成
上

の
工

夫
】
　
（
小

学
校

　
特

別
の

教
科

　
道

徳
）

カ
そ
の

他
の

工
夫

ア
冊

数
の

工
夫

イ
教

材
配

列
の

工
夫

ウ
「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た
工

夫
エ

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ
ザ

イ
ン
の

視
点

オ
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の

扱
い

項
目

発
行

者 光
文

・
各
学
年

１
冊

・
主
な
教
材
と
し
て
全
学
年
４
０

の
教
材
を
掲
載
し
、
配
列
し
て

い
る
。

・
全
学
年
「
命
を
か
が
や
か
せ
る

心
」
「
い
じ
め
を
う
ま
な
い
心

」
に

つ
い
て
、
ま
と
め
て
配

列
し
て
い

る
。

・
巻

頭
に
「
ゆ
た
か
な
心

」
「
道

徳
は
こ
ん
な

時
間

で
す
」
を
掲

載
し
、
道

徳
の
時

間
の

ね
ら
い
や
１
時
間
の
流
れ
を
示

し
て
い
る
。

・
「
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方

で
考

え
て
み
よ
う
」

「
話

し
合

っ
て
考

え
て
み
よ
う
」
「
ま
と
め
よ
う
・

ふ
り
か
え
ろ
う
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
学
習
の

仕
方

や
日

常
で
の
実

践
に
つ
い
て
説

明
し

て
い
る
。

・
各

教
材

の
末

尾
に
、
「
考

え
よ
う
」
「
ま
と
め

よ
う
」
「
ひ
ろ
げ
よ
う
」
を
設

け
、
発

問
例

を
示

し
て
い
る
。

・
「
学

び
の
足
あ
と
」
を
設

け
、
振
り
返
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
各

学
年

、
一

定
の
学

年
ま
で
の
漢

字
に

ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
本

文
に
U
D
体

を
使

用
し
、
読

み
や
す
く

な
っ
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
。

・
教

材
に
よ
っ
て
は
、
二

次
元

コ
ー
ド
が
あ

り
、
教

材
に
関

連
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
絵

や
図

を
使

っ
て
考

え
る
方

法
、
心

を
可

視
化
す
る
た
め
の
道
具
（
心
情
円
や
ス

ケ
ー
ル
）
を
使

っ
て
比

べ
て
考

え
る
方

法
等

を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
内

容
項

目
別

　
教

材
一

覧
」
と
し
て
、

教
材

を
道

徳
科

の
４
つ
の
視

点
、
内

容
項

目
、
現

代
的

課
題

、
他

教
科

と
の
関

連
を

ま
と
め
て
提
示
し
て
い
る
。

学
研

・
各
学
年

１
冊

・
主
な
教
材
と
し
て
第
１
学
年

は
3
4
、
第
２
年
生
以
上
は
3
5

の
教
材
を
掲
載
し
、
配
列
し
て

い
る
。

・
命

に
つ
い
て
考

え
る
教

材
と
い

じ
め
防
止
に
つ
い
て
考
え
る
教

材
は
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。

・
ユ
ニ
ッ
ト
教
材
が
３
つ
あ
る
。

・
巻

頭
に
は
詩

を
掲

載
し
て
い
る
。

・
巻

頭
、
巻

末
に
、
内

容
項

目
ご
と
に
ま
と

め
て
教

材
名

を
提

示
し
て
い
る
。

・
「
道

徳
の
学

習
が
始

ま
る
よ
」
と
し
て
、
道

徳
科

の
学

習
の
仕

方
を
示

し
て
い
る
。

・
「
つ
な
が
る
わ
た
し
　
広

が
る
わ
た
し
」
と
し

て
、
自

己
を
見

つ
め
る
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
い

る
。

・
「
心

を
き
た
え
　
自

分
ら
し
く
か
が
や
こ
う
」
と

し
て
、
内

容
項

目
を
提

示
し
て
い
る
。

・
各

教
材

の
後

に
「
考

え
よ
う
」
と
し
て
発

問
例
を
１
〜

２
、
提

示
し
て
い
る
。

・
主

題
名

を
教

材
の
ペ
ー
ジ
に
は
提

示
し

て
い
な
い
。
（
巻

末
目

次
に
あ
り
）

・
「
深

め
よ
う
」
と
し
て
、
直

前
の
教

材
に
お

け
る
１
単

位
時

間
の
発

問
例

を
掲

載
し
て

い
る
。

・
巻

末
に
は
、
「
つ
な
げ
よ
う
　
広

げ
よ
う
」
と

し
て
、
自

己
の
振

り
返

り
が
行

え
る
ペ
ー
ジ

を
設

け
て
い
る
。

・
各

学
年

、
一

定
の
学

年
ま
で
の
漢

字
に

ふ
り
が
な
が
振

ら
れ
て
い
る
。

・
文

字
の
大

き
さ
や
フ
ォ
ン
ト
、
余

白
、
色

使
い
等

を
見

や
す
く
工

夫
し
て
い
る
。

・
1
0
〜

1
2
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
（
二

次
元

コ
ー
ド
）
教

材
に
関

す
る
動

画
、
写

真
、
音

声
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

資
料
、
ク
イ
ズ
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

・
学

習
者

用
端

末
を
使

用
す
る
際

の
注

意
事

項
を
示

し
て
い
る
。

・
巻

末
に
、
１
年

間
の
道

徳
の
学

習
を
振

り
返
っ
て
記
入
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

・
巻

末
に
道

徳
科

の
４
つ
の
視

点
、
教

材
、
内

容
項

目
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の

関
連
を
ま
と
め
て
提

示
し
て
い
る
。
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